
末
期
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
総
主
教
と
皇
帝
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ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
を
め
ぐ
っ
て

橋

ノ

裕

之

【
要
約
】
　
ギ
リ
シ
ア
北
東
部
カ
ル
キ
デ
ィ
ケ
半
島
の
北
端
に
位
置
し
、
正
教
修
道
制
の
～
大
中
心
地
と
し
て
現
在
に
お
い
て
も
名
高
い
ア
ト
ス
山
は
、
長

ら
く
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
に
直
属
し
、
そ
の
保
護
の
下
で
独
自
の
地
位
を
築
い
て
い
た
が
、
＝
二
＝
一
年
、
突
如
と
し
て
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
の
独
立
特

権
を
解
除
さ
れ
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
の
管
轄
下
に
移
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
こ
の
出
来
事
は
修
道
制
の
影
響
力
増
大
と

い
う
末
期
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
国
制
的
特
徴
を
示
す
画
期
的
な
事
件
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
成
立
以
降
に

お
け
る
ア
ト
ス
山
の
政
治
的
位
相
の
変
化
と
＝
　
ニ
工
年
の
管
轄
権
移
行
に
至
る
具
体
的
過
程
を
跡
付
け
、
当
時
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
そ
れ

が
有
し
た
意
義
を
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
考
察
の
結
果
、
移
行
措
置
は
、
ア
ト
ス
山
に
お
い
て
発
生
し
た
内
紛
が
発
端
と
な
っ
た
こ

と
、
教
会
の
集
権
化
を
目
指
し
た
総
主
教
と
、
不
穏
な
教
会
情
勢
の
回
復
を
帝
位
の
安
定
に
直
結
さ
せ
よ
う
と
し
た
皇
帝
、
両
考
の
異
な
る
教
会
政
策
の

接
点
と
し
て
実
現
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
四
巻
二
号
　
二
〇
〇
一
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
二
六
一
年
、
ミ
カ
エ
ル
八
角
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
に
よ
っ
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
…
プ
ル
は
奪
團
さ
れ
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
が
再
興
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
一
四
五
三
年
に
滅
亡
す
る
ま
で
約
二
世
紀
間
存
続
し
た
最
後
の
時
期
の
帝
国
は
一
般
に
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
特
徴
づ
け
る
事
態
と
し
て
多
く
の
研
究
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皇
帝
を
頂
点
と
す
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る
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
の
政
治
的
衰
退
と
は
対
照
的
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
を
頂
点
と
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
が
そ
の
権
威
を
著
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
上
昇
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
が
崩
壊
に
瀕
し
、
オ
ス
マ
ン
朝
の
臣
下
と
な
る
こ
と
で
か
ろ
う
じ
て
存
続
を
許
さ
れ
て
い
た

～
四
世
紀
後
半
以
降
、
教
会
の
長
た
る
総
主
教
が
、
正
教
徒
で
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
の
人
々
を
指
導
す
べ
き
政
治
的
役
割
を
果
た
し
始
め
る
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
ビ
ザ
ン
ツ
国
家
の
消
滅
後
も
総
主
教
に
率
い
ら
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
は
存
続
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
楚
々
は
、
正
教
信
仰
を
核
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
そ
の
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
に
あ
っ
て
、
正
教
修
道
制
が
著
し
い
影
響
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
正
教
独

自
の
修
遵
塑
性
で
あ
る
ヘ
シ
カ
ス
ム
が
激
し
い
論
争
の
末
に
正
統
教
義
と
確
認
さ
れ
た
～
四
世
紀
中
葉
以
降
、
ヘ
シ
カ
ス
ム
を
実
践
す
る
修
道

士
、
す
な
わ
ち
ヘ
シ
カ
ス
ト
ら
は
、
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
内
の
要
職
を
占
め
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
教
会
政
治
を
左
右
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
く
の
で

　
④

あ
る
。
そ
し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
史
の
碩
学
メ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
と
、
教
会
政
治
の
場
に
進
出
し
た
ヘ
シ
カ
ス
ト
た
ち
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の

政
治
的
領
域
を
越
え
る
活
動
と
人
的
結
合
に
よ
り
、
総
主
教
を
中
心
に
し
た
「
正
教
世
界
の
再
統
合
」
と
呼
ば
れ
る
事
態
を
現
出
さ
せ
る
の
で

　
⑤

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
重
要
な
点
は
、
教
会
内
に
お
い
て
実
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
ヘ
シ
カ
ス
ト
た
ち
が
全
て
、
正
教
世
界
最
大
の
聖
地
で
あ

る
ア
ト
ス
山
と
深
い
繋
が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
一
四
世
紀
半
ば
か
ら
　
五
世
紀
に
か
け
て
在
位
し
た
総
主
教
の
ほ
と

ん
ど
が
ア
ト
ス
山
出
身
で
あ
る
と
い
う
総
主
教
人
事
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
以
前
に
は
ア
ト
ス
山
出
身
の
総
主
教
が
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

無
に
近
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
期
の
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
に
お
け
る
ア
ト
ス
山
の
重
要
性
は
明
ら
か
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
一
四
世
紀
中
葉
、
ヘ
シ
カ
ス
ム
の
流
行
と
と
も
に
ビ
ザ
ン
ツ
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
ア
ト
ス
山
は
、
一
四
世
紀
初
頭
ま
で
教

会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
独
立
し
た
状
態
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ト
ス
山
は
、
法
的
に
は
皇
帝
に
直
属
し
、
制
度
的
に
は
実
質
的
な
独
立
自

治
組
織
を
な
し
、
総
主
教
や
府
主
教
ら
の
統
制
を
拒
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
諸
皇
帝
か
ら
の
好
意
を
受
け
帝
国
内
に
お
い
て
独
自
の
地
位
を
築
い
て
い
た
ア
ト
ス
山
で
あ
る
が
、
一
四
世
紀
初
頭
突
如
と
し
て
独
立
自
治
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特
権
を
解
除
さ
れ
、
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
圓
帰
し
た
。
こ
の
事
件
を
学
界
に
知
ら
し
め
た
の
は
一
九
世
紀
末
に
マ
イ
ヤ
ー
が
公
刊
し
た
『
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ト
ス
山
主
要
史
料
集
臨
で
あ
る
。
ア
ト
ス
山
内
に
眠
る
古
文
書
の
発
掘
に
当
た
っ
た
マ
イ
ヤ
ー
は
、
一
三
一
二
年
に
皇
帝
が
発
行
し
た
金
印
勅

書
を
史
料
集
に
収
録
し
た
が
、
そ
の
文
書
に
お
い
て
皇
帝
ア
ン
ド
毒
心
コ
ス
ニ
世
（
在
位
一
二
八
ニ
ー
一
三
二
八
年
）
が
ア
ト
ス
山
の
独
立
自
治

を
解
除
し
、
総
主
教
直
接
の
管
轄
下
に
移
行
さ
せ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
ア
ト
ス
山
が
帝
国
内
最
大
規
模
の
聖
山
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
ま
た
現
在
に
至
る
ま
で
ア
ト
ス
山
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
・
王
業
の
管
轄
下
に

置
か
れ
続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
の
政
治
的
措
置
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
国
家
と
教
会
、
そ
し
て
ア
ト
ス
山
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
お
い
て
重

要
な
意
味
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
上
の
制
約
か
ら
か
こ
の
措
置
を
扱
っ
た
研
究
は
そ
れ
ほ
ど
現
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
政
治
史
に
力
点
を
置
い
た
浩
瀬
な
著
作
の
中
で
、
こ
の
措
置
を
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
の
治

世
の
政
治
的
特
徴
と
結
び
つ
け
て
と
ら
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
教
を
篤
く
奉
じ
た
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
治
下
、
教
会
が
皇
帝
、
お
よ
び
帝
国

行
政
に
対
し
て
多
大
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
教
会
の
中
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
が
ア
ト
ス
山
に
代
表
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
る
よ
う
な
修
道
勢
力
で
あ
り
、
こ
う
し
た
趨
勢
を
受
け
、
皇
帝
は
ア
ト
ス
山
を
総
主
教
直
接
の
管
轄
下
に
移
行
し
た
。
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス

キ
ー
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
以
上
の
よ
う
に
な
る
。
メ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
や
ニ
コ
ル
も
、
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
と
同
様
、
教
会
や
修
道
制
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

響
力
の
増
大
に
着
目
し
て
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
教
会
や
修
道
勢
力
が
皇
帝
に
対
し
て
い
か
な
る
影
響
力
を
持
っ
た
か
と
い
う
点

や
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
に
至
る
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
治
世
期
の
政
治
史
研
究
が

進
展
し
た
現
在
か
ら
見
る
と
、
皇
帝
が
教
会
の
利
益
を
最
優
先
す
る
諸
政
策
を
展
開
し
た
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
オ
ス
ト
ロ
ゴ
ル
ス
キ
ー
ら
の

説
明
は
短
絡
的
に
す
ぎ
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
は
教
会
と
信
仰
の
問
題
に
大
き
な
関
心
を
抱
い
て
い
た
が
、
帝
国
を
取
り
ま
く

不
穏
な
政
治
情
勢
の
中
で
国
家
行
政
機
構
の
強
化
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
い
た
こ
と
が
政
治
・
外
交
史
の
分
野
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で

　
⑪

あ
る
。

　
一
方
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
異
な
る
角
度
か
ら
前
進
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
ア
ト
ス
山
修
道
院
文
書
集
の
公
刊
作
業
に
参
加
し
た
パ
パ
フ
リ
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サ
ン
ス
ゥ
で
あ
る
。
彼
女
は
、
ア
ト
ス
の
中
央
組
織
で
あ
る
プ
ロ
タ
ト
ン
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
古
文
書
を
刊
行
し
、
移
行
措
置
に
関
し
て
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

主
教
ニ
フ
ォ
ン
（
在
位
一
三
一
〇
…
一
四
年
）
が
発
行
し
た
証
書
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
が
、
一
三
世

紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
め
に
か
け
て
二
度
総
主
教
を
つ
と
め
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
（
在
位
～
二
八
九
一
九
三
年
、
一
三
〇
三
1
0
九
年
）
の
書
簡
に
お

い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
移
行
措
置
が
実
現
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
果
た
し
た
役
割
を
高
く
評
価
し
た
の
で

　
⑬

あ
る
。
し
か
し
パ
パ
フ
リ
サ
ン
ス
ゥ
は
、
ア
ト
ス
山
を
教
会
の
統
制
下
に
置
こ
う
と
し
て
き
た
歴
代
総
主
教
の
試
み
が
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
尽
力

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
と
意
義
づ
け
る
の
み
で
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
教
会
行
政
全
般
と
の
関
連
や
、
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
と
の
関
連
に
つ
い

て
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
ア
ト
ス
山
の
制
度
史
を
解
明
す
る
こ
と
を
・
王
目
的
と
し
た
パ
パ
フ
リ
サ
ン
ス
ゥ
の
研
究
に
お
い
て
は
、
管
轄
権

移
行
措
置
を
当
時
の
政
治
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
立
体
的
に
把
握
す
る
と
い
う
視
座
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
治
世
期
に
つ
い
て
、
年
代
記
史
料
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
借
用
す
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
研
究
段
階
は
過
ぎ
去
り
、
政
治
史

や
経
済
史
、
教
会
史
な
ど
の
諸
領
域
で
新
史
料
や
非
ギ
リ
シ
ア
語
史
料
を
用
い
た
分
析
的
な
研
究
が
多
く
発
表
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
ア
ト
ス

山
の
管
轄
権
移
行
措
置
に
関
し
て
は
依
然
と
し
て
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
措
置
は
、
ア
ト
ス
山
の
い
か
な
る
政
治
的
位
相
を
反
映
し
、
い
か
な
る
経
緯
で
実
行
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
皇
帝
と

総
主
教
両
者
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
義
を
有
し
た
の
か
。
本
稿
に
お
い
て
筆
者
が
課
題
と
す
る
の
は
、
以
上
の
問
題
の
解
明
で
あ
る
。
考
察
の

具
体
的
な
筋
道
を
示
し
て
お
こ
う
。
第
一
章
に
お
い
て
は
、
ア
ト
ス
山
の
歴
史
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
成
立
後
に
生
じ

た
ア
ト
ス
山
の
政
治
的
位
相
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
第
二
章
で
は
、
ア
ト
ス
山
出
身
の
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ア
ト
ス
山
と
の

関
係
を
具
体
的
に
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
で
雷
及
さ
れ
て
い
る
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
措
置
と
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
辞

任
後
、
一
三
＝
～
年
に
行
わ
れ
た
移
行
措
置
と
の
関
係
を
現
存
す
る
史
料
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
第
三
章
に
お
い
て
は
、

管
轄
権
移
行
措
置
の
理
論
的
支
柱
と
さ
れ
た
カ
ノ
ン
を
手
が
か
り
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
行
政

の
特
徴
を
検
討
し
、
同
時
代
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
移
行
措
置
が
い
か
な
る
位
置
に
あ
っ
た
の
か
検
討
す
る
。
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①
　
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
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歴
史
に
つ
い
て
は
、
政
治
史
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中
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の
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、
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③
そ
の
こ
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、
パ
ラ
イ
オ
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ゴ
ス
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れ
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、

　
修
道
士
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で
あ
っ
た
こ
と
や
、
一
三
世
紀
後
半
と
一
五
世
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初
め
の
二
度
に
わ

　
た
る
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会
合
同
論
争
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お
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、
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道
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が
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反
対
す
る
活
動
を

　
盛
ん
に
展
開
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。
U
≧
．
鎧
8
『
．
、
℃
o
も
巳
費
或
苧

　
σ
q
δ
器
δ
o
蹉
。
｛
簿
①
じ
u
鴫
鑓
ゆ
［
ぎ
㊦
お
阻
。
¢
o
p
o
｛
跨
Φ
ω
Φ
o
o
昌
山
o
o
雌
口
。
鵠
。
鴎

　
い
鴫
。
昌
。
。
㌦
”
一
目
ρ
圃
《
蝉
鐸
①
亀
ご
§
Q
沁
ミ
凡
鵯
§
窮
肉
ミ
窃
駄
味
書
ぽ
黛
§
寒
亀
ぴ
織
嵩
蹴

　
沁
鴨
ミ
ミ
舞
置
q
や
N
c
Q
O
P
日
。
『
o
馨
P
一
⑩
Q
Q
P
唱
や
ω
卜
⊃
一
1
ω
ω
ρ
甥
漫
画
欝
Φ
｛
①
匡
甲

　
．
．
閃
帥
9
0
お
瓢
＠
Φ
ω
〉
ξ
ω
笥
Φ
σ
q
Φ
ω
N
霞
℃
鶏
ユ
錠
。
げ
①
p
要
二
己
㊦
一
己
6
。
聯
緊
①
p
切
図
き
μ
N
》
．
．

　
§
ミ
，
い
N
へ
9
譜
、
，
象
§
、
謎
帖
さ
蹄
黙
§
孕
η
ミ
ミ
轟
自
欺
神
り
ω
①
（
回
O
o
Q
①
γ
。
。
．
○
○
⑩
1
訟
伊

④
ヘ
シ
カ
ス
ム
は
、
狭
い
意
昧
に
お
い
て
は
神
と
合
一
す
る
た
め
の
特
定
の
身
体

　
技
法
を
伴
っ
た
祈
り
の
方
法
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
一
園
世
紀
に
流
行
し
た
ヘ

　
シ
カ
ス
ム
は
政
治
的
な
色
彩
を
強
く
帯
び
て
い
た
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
一
．

　
鋒
①
嘱
㊦
昌
笛
。
傷
め
留
§
ミ
ミ
ミ
亀
9
畿
ミ
、
鶉
偽
ミ
、
・
苛
ミ
珊
§
巴
蔓
ら
ミ
匙
遣
賊
浄
ら
貯
N

　
》
暮
N
§
勲
い
。
薮
。
許
回
り
置
が
あ
る
。

⑤
匂
■
鼠
醸
㊦
巳
。
昼
、
．
ω
。
。
｝
Φ
叢
雨
巴
。
雲
霧
Φ
ぎ
け
冨
暁
。
巨
①
露
頭
8
p
ε
蔓
珂
？

　
二
α
q
δ
器
箕
。
ぼ
Φ
ヨ
ロ
。
叩
．
、
＄
鴨
ミ
蕎
Ω
§
鷺
誘
ミ
§
“
ミ
欺
。
嵩
ミ
蹴
嘩
阿
寒
恥
多
々
ミ
ミ
嵩
Q
勲

　
じ
d
蓉
蕃
同
㊦
鈴
お
鐸
℃
勺
．
田
－
象
（
以
下
、
ζ
超
Φ
巳
。
無
ω
。
象
聲
と
略
）
…

　
U
b
び
。
｝
①
二
型
ざ
　
§
偽
　
砂
N
蹟
ミ
執
謹
　Ω
9
ミ
ミ
。
爲
軽
鴨
ミ
暮
、
　
肉
翁
鷺
こ
N
　
肉
蟄
、
魯
貼

　
q
O
や
N
戦
鋤
釦
瓢
①
≦
《
o
回
ぎ
一
Φ
Q
Q
g
O
唱
．
G
Q
c
Q
甲
ω
Φ
団
．

⑥
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
成
立
以
前
に
お
け
る
ア
ト
ス
山
出
身
の
総
主
教
は
ニ
コ
ラ

　
ス
ニ
世
ク
リ
ュ
ソ
ベ
ル
ゲ
ス
（
在
位
九
七
九
－
九
九
一
年
）
の
み
で
あ
る
。
皇
帝

　
バ
シ
レ
イ
オ
ス
円
心
（
在
位
九
七
六
－
一
〇
二
五
年
）
に
よ
り
登
用
さ
れ
た
ニ
コ

　
ラ
ス
は
、
ラ
ウ
ラ
修
道
院
を
創
建
し
た
壁
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
弟
子
に
あ
た
る
入
物

　
で
あ
っ
た
。
国
．
O
信
鰻
露
9
。
窯
。
写
①
ω
仙
①
一
、
》
鋳
。
。
。
る
9
謡
費
窪
Φ
餌
Φ
O
o
昌
ω
B
亭

　
け
ぎ
。
鳳
⑦
（
急
ぎ
。
ず
乙
。
國
押
H
6
ゆ
鋤
P
回
匹
鳥
。
お
ソ
、
．
§
ミ
ミ
，
騎
奪
ミ
㍗
・
践
琶
宮
西
黛
ミ
§
§

　
憩
ミ
へ
誉
ド
ω
卜
⊃
（
一
り
⑦
ω
γ
や
ワ
蒔
9
0
㊤
．

⑦
神
学
に
お
け
る
ア
ト
ス
山
の
意
義
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
回
竃
①
巻
巳
。
「
斥

　
．
．
ζ
○
¢
導
》
3
0
。
。
ぎ
梓
下
郡
。
に
降
①
魯
チ
8
昌
9
蔓
…
ω
唱
浅
ε
勲
｝
玉
樹
ぎ
欝
＝
㊦
o
ε
鉱

　
一
Φ
σ
Q
き
覧
、
b
§
S
§
，
咋
§
9
謙
徳
ミ
ミ
舞
爵
（
一
り
。
。
c
。
y
讐
」
㎝
？
一
①
㎝
が
あ
る
。

⑧
℃
昌
鋒
塁
g
b
暗
建
§
ミ
ぎ
嵩
§
鳶
・
寒
Q
§
ぎ
ぎ
§
，
郎
§
簿
§
ミ

　
じ
①
首
臨
α
q
噂
一
。
◎
Φ
♪
唱
℃
」
⑩
O
－
一
㊤
野

⑨
Q
O
畏
。
σ
q
g
G
。
ξ
》
号
ミ
闇
唱
■
心
。
。
①
｛
■

⑩
窓
3
①
巳
。
鼻
ω
。
。
量
《
も
．
田
悼
簑
8
評
§
鴨
卜
§
G
§
馬
ミ
請
も
」
8
噛

⑪
　
〉
函
．
い
鉱
。
∬
O
§
論
§
翫
、
N
愚
紺
§
ミ
帖
ぎ
ト
ミ
賊
誠
h
§
馬
凄
、
、
賜
餐
ミ
勘
遷
駄

　
延
嵩
ミ
，
§
暗
ミ
員
O
ゆ
ヨ
耳
置
α
Q
ρ
凝
り
刈
P

⑫
∪
■
評
嚇
島
蔓
。
。
。
。
雪
筈
。
g
営
畠
渚
ω
＜
。
δ
き
ω
＆
。
・
‘
態
§
駄
寝
襲
d
§
§
”
ぎ
，
・

　
ら
ミ
q
題
譜
N
誠
ミ
鼻
蚤
勺
再
認
一
り
刈
α
は
、
ア
ト
ス
の
中
央
組
織
プ
ロ
タ
ト
ン
に

　
保
存
さ
れ
て
い
た
皇
帝
の
金
印
勅
書
（
○
膨
誘
。
び
巳
一
Φ
と
略
）
と
総
主
教
ニ
フ
ォ

　
ン
の
発
行
し
た
印
璽
書
簡
（
餓
α
q
爵
。
・
と
略
）
を
収
録
し
て
い
る
。

⑬
U
．
即
聴
畠
蔓
G
。
。
。
毬
窪
。
∬
。
い
Φ
ヨ
。
屋
。
露
彗
弊
・
跨
。
葺
Φ
”
ω
Φ
ω
9
σ
q
ぎ
⑦
切
b
8

　
0
お
帥
巴
鵠
鵠
o
P
、
．
ぎ
一
U
’
℃
餌
喝
8
げ
蔓
ω
。
。
麟
9
げ
。
鐸
鎖
謬
住
翼
．
ω
く
。
δ
⇒
o
ω
Φ
餌
ω
‘

　
魯
．
ミ
も
．
路
鐵
（
以
下
、
℃
巷
9
0
騨
誘
ω
望
月
。
∬
じ
Φ
ヨ
。
麸
。
凱
ω
ヨ
と
略
）
…
℃
’

（240）76



じ
⑦
ヨ
⑦
ユ
P
、
6
汀
。
ぎ
δ
α
q
幽
Φ
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ぐ
。
い
鋤
く
鑓
仙
Φ
這
O
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一
〇
－
O
ρ
、
．
一
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臥
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蛍
誉

卜
§
ミ
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N
頂
臨
逡
ミ
Q
携
譜
』
冨
嚇
ぎ
勲
蟄
℃
母
グ
笛
Q
。
N
署
』
ω
心
α
（
以
下
、

い
⑦
二
二
P
O
ぎ
置
。
σ
Q
δ
と
略
y

第
一
章
　
ア
ト
ス
山
と
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝

第
　
節
　
ア
ト
ス
山
の
発
展

末期ビザンッにおける総主教と皇帝（橋規）

　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
次
ぐ
ビ
ザ
ン
ツ
の
大
都
市
テ
ッ
サ
地
目
ケ
の
東
方
、
エ
ー
ゲ
海
に
突
き
出
す
カ
ル
キ
デ
ィ
ケ
半
島
の
東
端
に

位
置
す
る
ア
ト
ス
山
は
、
九
世
紀
こ
ろ
か
ら
史
料
上
に
姿
を
現
し
始
め
る
。
当
初
は
、
神
と
の
交
流
を
目
指
し
静
寂
の
地
を
求
め
た
隠
修
士
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

土
地
で
あ
り
、
彼
ら
を
核
と
し
た
小
規
模
な
修
道
共
同
体
が
成
立
し
て
い
た
。

　
心
意
生
活
の
場
と
し
て
の
ア
ト
ス
山
が
誕
生
し
た
時
点
で
は
、
す
で
に
小
ア
ジ
ア
の
山
岳
地
帯
を
中
心
に
隠
修
士
の
散
居
集
落
が
多
数
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
、
名
声
を
博
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
小
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
多
く
の
隠
修
士
が
身
の
安
全
と
さ
ら
な
る
静
寂
の
地
を
求
め
、

政
治
的
に
安
定
し
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
に
あ
る
ア
ト
ス
山
に
居
を
定
め
た
。
と
く
に
、
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
、
聖
エ
ウ
テ
ユ
ミ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
や
聖
ペ
テ
ロ
ス
な
ど
当
時
の
名
高
い
聖
人
の
来
訪
が
ア
ト
ス
山
の
名
声
を
高
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　
次
い
で
ア
ト
ス
山
の
名
声
を
飛
躍
的
に
高
め
た
の
は
、
一
〇
世
紀
半
ば
小
ア
ジ
ア
の
キ
ュ
ミ
ナ
ス
山
を
離
れ
、
ア
ト
ス
山
を
訪
れ
た
聖
ア
タ

ナ
シ
オ
ス
で
あ
っ
た
。
彼
は
山
内
に
お
け
る
修
道
士
人
口
の
増
加
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
都
市
を
中
心
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
共
住
型
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

修
道
様
式
を
採
り
入
れ
、
ギ
リ
シ
ア
人
か
ら
構
成
さ
れ
る
大
ラ
ウ
ラ
修
道
院
を
創
建
し
た
。
彼
は
時
の
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
・
フ
ォ
ー
カ
ス
と

の
間
に
有
し
て
い
た
師
弟
関
係
を
存
分
に
活
用
し
、
ラ
ウ
ラ
修
道
院
の
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
の
独
立
自
治
を
特
権
と
し
て
獲
得
す
る
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
に
、
多
大
な
金
銭
の
贈
与
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
創
始
し
た
ラ
ウ
ラ
修
道
院
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
没
後
も
諸
皇
帝
と
の
パ

ト
ロ
ン
関
係
を
維
持
、
活
用
し
、
ア
ト
ス
山
内
に
お
け
る
最
大
の
修
道
院
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
ラ
ウ
ラ
修
道
院
の
成
功
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よ
り
後
は
、
山
内
に
お
い
て
、
皇
帝
や
有
力
貴
族
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
、
ラ
ウ
ラ
の
方
式
を
模
し
た
修
道
院
が
次
々
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ア
ト
ス
山
発
展
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
の
国
際
的
な
性
格
に
あ
っ
た
。
ア
ト
ス
山
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
主
要
住
民
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
み
な

ら
ず
、
正
教
を
信
奉
す
る
諸
民
族
を
も
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
る
。
山
内
の
中
心
は
ラ
ウ
ラ
を
筆
頭
に
エ
ス
フ
ィ
グ
メ
ヌ
ー
、
ク
セ
ロ
ポ
タ
ム
i
、

バ
ト
ペ
デ
ィ
の
よ
う
な
ギ
リ
シ
ア
人
修
道
院
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
グ
ル
ジ
ア
人
の
イ
ベ
ロ
ン
修
道
院
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
の
ゾ
グ
ラ
フ
ー

修
道
院
、
セ
ル
ビ
ア
人
の
キ
ラ
ン
ダ
ル
修
道
院
、
南
部
イ
タ
リ
ア
人
の
ア
マ
ル
フ
イ
修
道
院
な
ど
が
創
始
さ
れ
、
山
内
に
お
い
て
大
き
な
発
言

力
を
有
し
て
い
た
。

　
個
々
の
修
道
院
と
は
別
に
ア
ト
ス
山
全
体
で
見
る
と
、
一
〇
世
紀
こ
ろ
の
小
ア
ジ
ア
の
山
岳
修
道
院
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ア
ト
ス
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
皇
帝
に
直
属
す
る
形
で
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
の
独
立
自
治
特
権
を
獲
得
し
、
そ
の
宗
教
的
な
重
要
性
か
ら
聖
山
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な

⑦る
。
し
か
し
、
皇
帝
を
最
上
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
頂
き
、
帝
国
法
に
従
属
す
る
と
は
い
え
、
ア
ト
ス
山
は
内
的
行
政
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
大
小

修
道
院
の
連
合
体
と
し
て
発
展
し
、
そ
の
領
域
は
帝
国
の
徴
税
官
も
教
会
の
使
節
も
無
断
で
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
実
質
的
な
独
立
自
治

区
と
な
る
。
そ
し
て
独
立
自
治
区
域
と
な
っ
た
ア
ト
ス
山
は
、
す
べ
て
の
ビ
ザ
ン
ツ
の
行
政
組
織
が
階
層
構
造
を
と
っ
て
い
た
の
と
同
様
、
山

内
の
有
力
修
道
士
か
ら
な
る
中
央
統
治
組
織
プ
ロ
タ
ト
ン
、
お
よ
び
そ
の
長
で
あ
る
プ
ロ
ト
ス
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
、
プ
ロ
ト
ス
は
皇
帝
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
び
教
会
か
ら
も
ア
ト
ス
山
の
代
表
者
と
し
て
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
総
主
教
が
ア
ト
ス
山
に
対
し
統
制
を
及
ぼ
そ
う
と
す
れ
ば
、
プ
ロ
ト
ス
を
中
心
に
結
束
し
て
そ
の
試
み
を
退
け
、
歴
代
皇
帝
と
の
友
好
関
係

を
通
じ
て
正
教
世
界
最
大
の
聖
山
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
っ
た
ア
ト
ス
山
で
あ
っ
た
が
、
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
の
成
立
と
前
後
し
て
聖
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
中
央
行
政
と
深
く
関
わ
り
始
め
る
。
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第
二
節
　
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
の
成
立
と
ア
ト
ス
山

ミ
カ
エ
ル
八
世
（
在
位
一
～
エ
ハ
一
－
八
二
年
）
に
始
ま
る
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
と
ア
ト
ス
山
の
関
係
、
お
よ
び
ア
ト
ス
山
の
政
治
的
位
相
に
つ
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い
て
考
察
す
る
際
、
＝
一
〇
四
年
の
首
都
陥
落
に
よ
っ
て
生
じ
た
国
下
上
の
変
化
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
つ
て
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の
正
統
性
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
ペ
ッ
ク
は
、
軍
隊
と
元
老
院
と
首
都
市
民
の
三
要
素
を
あ
げ
た
が
、
ア
ン
ゴ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ル
ド
に
よ
れ
ば
一
二
〇
四
年
の
首
都
喪
失
後
、
そ
の
三
要
素
以
上
に
皇
帝
権
威
の
正
統
性
を
保
証
す
る
も
の
は
教
会
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
首

都
を
逃
れ
、
ニ
カ
イ
ア
に
亡
命
政
権
を
樹
立
し
た
テ
オ
ド
ロ
ス
・
ラ
ス
カ
リ
ス
は
、
彼
の
地
で
ミ
カ
エ
ル
・
ア
ウ
ト
レ
イ
ア
ノ
ス
を
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
に
選
出
し
、
新
総
主
教
の
手
で
皇
帝
の
冠
を
授
か
っ
た
。
同
時
期
、
ニ
カ
イ
ア
の
他
に
も
い
く
つ
か
亡
命
政
権
が
成

立
し
て
い
た
が
、
ニ
カ
イ
ア
に
座
し
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
の
正
統
性
が
教
会
問
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

正
統
な
る
継
承
者
と
し
て
の
ニ
カ
イ
ア
皇
帝
の
権
威
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
皇
帝
の
正
統
性
を
保
証
す
る
存
在
と
し
て
の
教
会
の
重
要
性
は
、
皇
帝
の
戴
冠
儀
礼
の
変
化
に
も
現
れ
て
い
る
。
ニ
コ
ル
に
よ
れ
ば
、
総
主

教
か
ら
の
種
別
を
伴
う
従
来
の
即
位
儀
礼
に
、
一
二
〇
四
年
以
降
、
総
主
教
の
執
り
行
う
聖
油
式
が
導
入
さ
れ
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
最
終
的
滅
亡
に

至
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
皇
帝
と
し
て
の
正
統
性
が
正
教
徒
で
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
の
人
々
に
認
知
さ
れ
る
た
め
に
は
、
総
・
王
教
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
愛
別
を
受
け
る
と
と
も
に
、
聖
油
式
に
お
い
て
真
正
の
正
教
徒
と
し
て
塗
油
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
皇
帝
た
る
人

物
は
こ
れ
ま
で
の
皇
帝
以
上
に
、
正
統
信
仰
の
保
護
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
教
会
勢
力
と
の
反
目
は
自
ら
の
正
統
性
へ
の

嫌
疑
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ニ
カ
イ
ア
期
か
ら
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
期
に
か
け
て
、
皇
帝
に
は
、
教
会
や
修
道
勢
力
へ
の
よ
り
慎
重
な
対

応
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
う
し
た
趨
勢
に
敢
え
て
逆
行
し
深
刻
な
社
会
亀
裂
を
も
た
ら
し
た
の
が
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
を
創
始
し
た
ミ
カ
エ
ル
八
世
で
あ
っ
た
。
ニ

カ
イ
ア
帝
国
内
で
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
権
力
を
掌
握
し
帝
位
に
つ
い
た
ミ
カ
エ
ル
は
、
首
都
奪
回
に
先
だ
っ
て
、
共
同
皇
帝
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス

四
世
ラ
ス
カ
リ
ス
（
在
位
一
二
五
八
一
六
一
年
）
を
、
そ
の
両
目
を
下
っ
た
上
で
小
ア
ジ
ア
の
修
道
院
に
幽
閉
し
た
。
ま
も
な
く
、
そ
の
噂
は
時

の
総
主
教
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
（
在
位
一
二
五
五
－
五
九
年
、
一
二
六
一
一
六
四
年
半
の
耳
に
も
入
り
、
親
ラ
ス
カ
リ
ス
家
の
立
場
を
と
る
彼
は
ミ
カ
エ

ル
を
破
門
に
処
し
た
。
こ
の
事
態
を
受
け
て
、
ミ
カ
エ
ル
は
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
が
ラ
ス
カ
リ
ス
朝
を
再
興
す
る
反
乱
を
企
て
た
と
し
て
、
彼
を
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エ
ー
ゲ
海
の
小
修
道
院
に
追
放
し
た
。
こ
の
一
連
の
事
件
は
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
を
支
持
す
る
小
ア
ジ
ア
の
下
級
聖
職
者
や
一
般
修
道
士
を
中
心

に
し
た
ア
ル
セ
引
馬
ス
派
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
マ
を
生
み
出
し
た
。
＝
二
一
〇
年
に
解
決
さ
れ
る
ま
で
約
半
世
紀
を
要
し
た
こ
の
シ
ス
マ
は
、
ラ

ス
カ
リ
ス
家
を
打
倒
し
て
権
力
を
掌
握
し
た
上
、
総
主
教
を
追
放
し
た
ミ
カ
エ
ル
個
人
の
み
な
ら
ず
、
支
配
王
朝
で
あ
る
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

へ
の
憎
悪
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
反
王
朝
的
な
運
動
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
ミ
カ
エ
ル
は
、
イ
タ
リ
ア
南
部
に
勢
力
を
擁
し
ビ
ザ
ン
ツ
征
服
の
期
を
窺
う
シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
を
牽
制
し
、
そ
の
攻
撃
を
阻

止
す
る
た
め
ロ
ー
マ
教
皇
に
接
近
す
る
。
そ
し
て
、
帝
国
を
挙
げ
て
正
教
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を
行
う
こ
と
に
同
意
し
、
一
二
七
四
年

の
第
二
回
リ
ヨ
ン
公
会
議
に
使
者
を
派
遣
し
合
同
を
誓
約
す
る
文
書
に
調
印
す
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
の
意
向
を
無
視
し
た
ミ
カ
エ
ル
の
強
引
な

政
策
は
、
調
印
直
後
か
ら
社
会
層
を
問
わ
ず
激
し
い
反
対
を
引
き
起
こ
し
、
ミ
カ
エ
ル
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
た
合
同
反
対
派
総
主
教
ヨ
セ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

（
在
位
＝
エ
ハ
六
－
七
五
年
、
一
一
一
八
ニ
ー
八
三
年
）
を
支
持
す
る
ヨ
セ
ブ
派
と
呼
ば
れ
る
さ
ら
な
る
シ
ス
マ
勢
力
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
治
世
初
期
に
お
い
て
は
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
の
シ
ス
マ
、
中
期
か
ら
そ
の
死
ま
で
教
会
合
同
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
ミ
カ
エ
ル
で
あ
る
が
、
教

会
の
社
会
的
影
響
力
と
そ
の
重
要
性
を
決
し
て
低
く
見
積
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
、
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
て
は
強
硬
な
措
置
を
講
じ
る
一
方
、
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
は
好
意
的
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
は
首
都
奪
回
前
の
＝
一
五
九
年
に
は
、
ラ
ウ
ラ
、
イ
ベ
ロ
ン
、
エ
ス
フ
ィ
グ
メ
ヌ
ー
の
各
修
道
院
に
対
し
て
金
印
勅
書
を
発
行
し
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

所
領
並
び
に
旧
来
の
特
権
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
記
の
修
道
院
以
外
に
も
年
代
が
確
定
で
き
る
も
の
だ
け
で
、
ゾ
グ
ラ
フ
ー
、
キ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ダ
ル
、
ク
セ
ロ
ポ
タ
ム
ー
の
各
修
道
院
に
金
印
勅
書
や
証
書
を
発
行
し
て
い
る
。

　
ミ
カ
エ
ル
が
ア
ト
ス
山
内
の
諸
修
道
院
に
対
し
て
発
行
し
た
こ
れ
ら
文
書
中
か
ら
は
、
ア
ト
ス
山
の
諸
修
道
院
が
ミ
カ
エ
ル
の
帝
位
の
正
統

性
に
疑
義
を
差
し
挟
ま
ず
、
旧
来
の
土
地
所
領
や
新
た
に
獲
得
し
た
所
領
の
確
認
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
ミ
カ
エ
ル
が
そ
れ
ら
の
要

請
に
好
意
的
に
対
応
し
、
ア
ト
ス
山
と
の
友
好
的
な
関
係
を
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
ミ
カ
エ
ル
と
し
て
は
、
ア
ル
セ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

オ
ス
派
の
修
道
士
が
多
数
活
動
し
て
い
た
小
ア
ジ
ア
の
聖
山
よ
り
も
、
ア
ル
セ
混
晶
ス
派
と
は
距
離
を
置
く
ア
ト
ス
山
の
方
が
政
治
的
に
は
安
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全
な
修
道
勢
力
で
あ
っ
た
し
、
ア
ト
ス
山
の
側
も
ラ
テ
ン
帝
国
支
配
期
に
被
っ
た
山
内
の
窮
乏
を
脱
す
る
た
め
に
、
ミ
カ
エ
ル
と
友
好
的
な
関

係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
得
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
二
一
七
七
年
の
キ
ラ
ン
ダ
ル
修
道
院
へ
発
行
さ
れ
た
金
印
勅
書
を
最
後
に
、
彼
が
亡
く
な
る
　
二
八
二
年
ま
で
ア
ト
ス
山
へ
の
文

書
発
行
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ミ
カ
エ
ル
の
治
世
後
半
に
か
け
て
皇
帝
と
ア
ト
ス
山
と
の
関
係
は
大
き
く
損
な
わ

れ
て
し
ま
う
。
そ
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
ミ
カ
エ
ル
が
強
行
し
た
教
会
合
同
政
策
で
あ
っ
た
。

　
ミ
カ
エ
ル
は
友
好
的
関
係
を
築
い
て
い
た
ア
ト
ス
山
に
対
し
合
同
容
認
を
求
め
る
書
簡
を
送
っ
た
が
、
ア
ト
ス
山
の
修
道
士
ら
は
、
正
教
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

仰
を
護
持
す
る
立
場
か
ら
書
簡
に
て
合
同
反
対
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
合
同
へ
の
広
範
な
反
対
運
動
に
直
面
し
た
ミ
カ
エ
ル
は
、
事
態
を
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
す
べ
く
反
対
派
の
検
挙
と
い
う
強
硬
措
置
に
乗
り
出
し
、
多
く
の
反
対
派
を
逮
捕
拘
禁
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
弾
圧
活
動
の
中
で
彼
は
独

立
自
治
区
域
で
あ
る
ア
ト
ス
山
へ
軍
隊
を
派
遣
し
、
反
対
派
修
道
士
を
逮
捕
す
る
挙
に
で
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
諸
皇
帝
を
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
順
調
に
発
展
し
て
き
た
ア
ト
ス
山
で
あ
る
が
、
ミ
カ
エ
ル
の
治
世
後
半
期
、
そ
の
歴
史
上
初
め
て
皇
帝
か
ら
の
直
接
の
武
力
行
使
を
受
け
た

　
　
　
⑫

の
で
あ
る
。

　
｝
二
八
二
年
、
教
会
合
同
を
撤
回
す
る
こ
と
な
く
ミ
カ
エ
ル
が
死
亡
す
る
と
、
後
を
継
い
だ
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
は
直
ち
に
教
会
合
同
を

破
棄
し
た
。
そ
し
て
彼
は
ア
ト
ス
山
の
修
道
院
に
対
し
て
種
々
の
特
許
状
を
発
行
し
、
そ
の
関
係
は
完
全
に
修
復
さ
れ
た
か
に
思
え
た
が
、
明

確
な
変
化
を
伴
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ト
ス
山
は
、
自
ら
の
権
益
を
保
障
す
る
最
高
権
力
者
で
あ
る
皇
帝
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

総
主
教
と
の
つ
な
が
り
を
模
索
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
個
別
の
修
道
院
で
は
、
ラ
ウ
ラ
修
道
院
が
、
プ
ロ
ト
ス
か
ら
寄
進
さ
れ
た
財
産
と
廃
嘘
と
な
っ
て
い
た
ア
マ
ル
フ
イ
修
道
院
財
産
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

権
利
の
確
認
を
求
め
て
、
総
主
教
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
野
卑
（
在
位
一
二
八
三
－
入
九
年
）
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
し
、
ア
ト
ス
山
の
プ
ロ
ト
ス
は
、

山
内
に
生
じ
た
修
道
士
間
の
紛
争
の
解
決
を
皇
帝
の
み
な
ら
ず
グ
レ
ゴ
リ
亥
に
対
し
て
も
求
め
て
い
る
の
で
あ
砺
・
こ
の
よ
う
な
ア
ト
ス

山
か
ら
総
主
教
へ
の
接
近
は
、
不
安
定
な
政
治
情
勢
下
、
そ
の
特
権
と
安
全
の
よ
り
確
実
な
保
障
を
ア
ト
ス
山
が
模
索
し
た
試
み
の
表
れ
と
解
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す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
一
方
、
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
治
下
に
お
い
て
、
ア
ト
ス
山
の
地
位
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
犠
牲
者
を
出
し
な
が
ら
も
教

会
合
同
を
く
ぐ
り
抜
け
た
こ
と
で
ア
ト
ス
山
が
さ
ら
な
る
宗
教
的
な
名
声
を
獲
得
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
政
治
的
な
重
要
性
を
高
め
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　
社
会
経
済
的
に
見
た
場
合
、
教
会
合
同
終
了
の
一
二
八
二
年
以
降
、
ラ
ウ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ト
ス
山
の
各
修
道
院
は
、
皇
族
や
貴
族
層

か
ら
多
く
の
寄
進
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
豊
富
な
財
力
を
生
か
し
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
地
方
や
エ
1
ゲ
海
の
島
々
部
に
所
領
を
拡
大
し
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ま
で
に
な
い
規
模
と
速
度
で
一
大
土
地
領
主
と
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
当
時
の
帝
国
中
央
行
政
を
見
れ
ば
、
ア
ト
ス
山
関
係
者
が
重
要
人
物
と

し
て
登
場
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
正
統
信
仰
復
活
後
も
な
お
継
続
し
た
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
の
シ
ス
マ
の
解
決
を
期
待
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
オ

ス
ニ
世
が
辞
任
し
た
後
、
首
都
の
教
会
会
議
が
挙
げ
た
三
名
の
総
主
教
候
補
者
に
、
ア
ト
ス
山
の
プ
ロ
ト
ス
が
含
ま
れ
て
い
た
し
、
最
終
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

皇
帝
が
総
主
教
に
任
命
し
た
の
は
、
ア
ト
ス
山
出
身
の
隠
修
士
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
で
あ
っ
た
。

　
コ
ム
ネ
ノ
ス
期
か
ら
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
成
立
期
に
か
け
て
、
聖
俗
双
方
の
知
識
に
通
じ
た
高
位
聖
職
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
聖
界
に
お
け
る

教
養
人
意
が
総
主
教
を
務
め
る
の
が
慣
例
で
あ
り
、
そ
こ
に
首
都
か
ら
隔
た
っ
た
ア
ト
ス
山
の
修
道
士
ら
が
参
与
す
る
道
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
入
歯
辞
任
後
の
総
主
教
人
事
は
、
従
来
の
官
僚
的
人
選
で
は
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
の
シ
ス
マ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
教

会
内
の
大
問
題
が
収
拾
さ
れ
え
な
い
と
す
る
一
部
の
聖
職
者
層
、
お
よ
び
皇
帝
自
身
の
強
い
危
機
感
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
教
会
の

指
導
者
た
る
資
質
と
し
て
貴
族
的
出
自
や
高
い
教
養
よ
り
も
、
宗
教
的
な
影
響
力
が
重
視
さ
れ
た
結
果
、
ア
ト
ス
山
関
係
者
が
有
力
候
補
と
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
多
く
の
教
会
人
か
ら
強
い
反
発
が
生
じ
る
こ
と
を
予
期
し
た
上
で
、
＝
一
入
九
年
と
；
一
〇
三
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
ア
タ
ナ
シ
オ

ス
を
登
用
し
た
皇
帝
の
行
為
は
、
合
同
反
対
派
へ
の
迫
害
を
く
ぐ
り
抜
け
た
こ
と
で
宗
教
的
な
名
声
を
獲
得
し
、
皇
帝
の
師
父
的
存
在
と
な
っ

て
い
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
へ
の
皇
帝
の
信
頼
と
期
待
感
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
総
主
教
と
な
っ
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
教
会
ヒ
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エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
独
立
し
て
い
た
ア
ト
ス
山
に
対
し
、
自
ら
の
宗
教
的
な
権
威
を
活
か
し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

は
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ア
ト
ス
山
と
の
関
係
を
具
体
的
に
検
証
し
、
管
轄
権
移
行
措
置
に
至
る
経
緯
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

次
章
で

末期ビザンツにおける総主教と皇帝（橋川）

①
　
ア
ト
ス
山
の
起
源
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
即
窓
。
鼠
P
、
甫
げ
Φ
o
詠
σ
Q
ぎ
ω

　
o
｛
〉
子
8
1
．
、
一
『
｝
b
ヴ
蔓
①
H
塁
山
ζ
．
○
虞
呂
ぎ
σ
q
訂
二
巴
ω
‘
§
§
咋
出
馬
ぎ
恥
§
翫

　
鐘
憩
§
§
鴨
§
ミ
魯
駐
重
切
罵
ヨ
一
昌
α
Q
ぎ
唯
一
Φ
Φ
9
℃
㍗
Q
。
刈
ム
①
に
詳
し
い
。

②
都
市
を
主
た
る
基
盤
と
し
て
い
た
共
住
修
道
制
と
異
な
り
、
砂
漠
の
照
性
に
忠

　
実
た
ろ
う
と
す
る
修
道
制
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
領
か
ら
砂
漠
が
失
わ
れ
て
か
ら
は
人
里

　
か
ら
漏
絶
さ
れ
た
山
岳
地
帯
を
そ
の
舞
台
と
し
た
。
九
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
か

　
け
て
は
、
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
聖
地
攻
撃
を
逃
れ
出
た
修
道
士
た
ち
が
小
ア
ジ
ア
の

　
エ
ー
ゲ
海
沿
岸
の
山
岳
地
帯
に
移
動
し
、
か
の
地
で
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
山
や
ラ
ト

　
ロ
ス
山
、
ガ
レ
シ
オ
ン
山
、
ア
ウ
ク
セ
ン
テ
ィ
オ
ス
山
な
ど
多
く
の
聖
山
が
栄
え

　
た
。
ア
ト
ス
以
外
の
聖
山
に
つ
い
て
は
、
閃
竃
〇
三
ρ
§
嵩
醇
§
駄
卜
曼
ミ
§
賊
壽

　
孕
鎧
ミ
隠
§
”
c
。
へ
○
。
く
慧
釦
O
竃
げ
邑
α
q
ρ
一
〇
り
㎝
も
O
．
ω
？
爵
を
参
照
。

③
彼
ら
と
の
直
接
の
つ
な
が
り
こ
そ
不
明
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
皇
帝
バ
シ
レ
イ

　
オ
ス
～
世
か
ら
付
与
さ
れ
た
証
書
が
現
存
す
る
ア
ト
ス
山
最
古
の
文
書
で
あ
る
。

　
∪
■
℃
葉
叢
聞
篇
ω
き
匪
。
信
き
鳥
賭
．
ω
＜
o
覗
8
0
ω
巴
ω
‘
二
障
昏
も
辱
H
G
。
ρ

④
ア
タ
ナ
シ
ォ
ス
に
よ
る
ラ
ウ
ラ
の
創
建
は
、
本
来
的
に
は
隠
修
士
で
あ
っ
た
彼

　
の
、
共
住
修
道
制
へ
の
転
向
と
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
否

　
定
さ
れ
て
い
る
。
モ
リ
ス
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ラ
ウ
ラ
は
、
厳
密
に
い
え

　
ば
、
独
住
、
散
居
様
式
を
含
む
共
住
修
道
院
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
修
道
院
内
に
あ

　
っ
て
修
道
生
活
に
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
設
け
、
入
門
か
ら
間
も
な
い
修
道
±
ら
は
共

　
住
生
活
を
お
く
り
、
霊
的
に
認
め
ら
れ
た
修
道
士
が
散
居
生
活
、
最
終
的
に
独
住

　
生
活
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
幻
．
ζ
o
畿
9
曾
§
も
娯
㎝
乱
国
■
≦
胃
ρ
・
．
Q
O
ρ

　
〉
匪
9
鍵
。
。
び
ω
島
Φ
》
昆
。
融
け
Φ
蒜
冨
田
島
。
舜
｝
盗
。
＝
自
。
〈
讐
。
施
、
、
陣
目
〉
．
b
d
蔓
2

　
蝉
巳
ζ
’
○
舅
臥
p
σ
q
冨
ヨ
＆
ら
・
」
竜
．
ミ
も
b
層
ω
山
◎

⑤
皇
帝
ニ
ケ
フ
ォ
ロ
ス
は
修
道
院
全
般
に
対
し
財
蔑
の
集
積
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

　
彼
の
政
策
に
お
い
て
ラ
ウ
ラ
は
唯
一
の
例
外
で
あ
っ
た
。

⑥
修
道
院
の
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
の
独
立
は
、
カ
ル
ケ
ド
ン
・
カ
ノ
ン
第
四

　
条
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
旨
℃
．
↓
ぴ
。
ヨ
Q
ρ
等
ご
ミ
馬
沁
畿
凡
鷹
。
塞
さ
§
§
－

　
、
叫
§
貯
導
鴨
迎
N
§
欺
ミ
肉
忌
N
舜
≦
準
。
路
ヨ
σ
q
δ
P
一
Φ
c
。
メ
喝
唱
．
お
雛
念
…
胴
竃
．
出
霧
－

　
。
・
碧
曽
面
食
昏
昏
．
ω
ω
①
h
カ
ノ
ン
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
あ
る
べ
き
宗
教
生
活
を

　
定
め
る
文
言
の
こ
と
で
あ
る
。
正
教
会
の
カ
ノ
ン
は
、
新
旧
の
両
聖
書
の
記
述
に

　
始
ま
り
、
ギ
リ
シ
ア
教
父
た
ち
の
著
述
、
公
会
議
や
地
方
教
会
会
議
な
ど
に
お
い

　
て
定
め
ら
れ
た
教
会
生
活
に
関
す
る
諸
規
程
か
ら
な
っ
て
い
る
。
同
．
鎮
‘
圏
。
ロ
一
・

　
儒
巴
。
・
甲
．
．
8
訂
α
げ
β
覧
受
o
h
O
碧
○
高
い
ρ
≦
㌦
．
一
口
u
＞
．
ゆ
U
緯
8
p
巳
U
．
ω
ぎ
。
昌

　
包
m
‘
卜
縞
起
§
翫
い
。
匙
竜
§
3
η
§
翫
§
、
N
”
ミ
ミ
》
・
ぎ
鴨
ミ
謎
§
ミ
譜
動
闇
≦
餌
聾
ヨ
α
q
－

　
8
P
一
Φ
O
駆
も
」
ω
一
｛
髄

⑦
個
別
の
修
道
院
ご
と
で
は
な
く
ア
ト
ス
山
全
体
に
独
立
自
治
特
権
が
付
与
さ
れ

　
た
時
期
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
説
あ
る
が
、
パ
パ
フ
リ
サ
ン
ス
ゥ
は
～
○
世
紀
こ
ろ
と

　
推
定
し
て
い
る
。
℃
露
玉
9
蔓
三
聖
跨
o
P
ピ
①
ヨ
。
暴
O
露
。
。
葬
℃
．
一
ト
⊃
避

⑧
プ
ロ
ト
ス
は
、
ア
ト
ス
山
内
に
お
い
て
は
、
山
内
に
あ
る
諸
修
道
院
の
修
道
院

　
長
選
出
の
確
認
、
修
道
士
の
監
督
、
境
界
問
題
の
調
停
等
を
任
務
と
し
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ト
ス
を
長
と
し
て
、
そ
の
下
に
大
小
の
修
道
院
の
序
列
が
定

　
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
修
道
院
間
に
お
け
る
序
列
は
山
内
で
発
行
さ
れ
た
文
書
中

　
の
サ
イ
ン
の
順
番
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
通
常
は
プ
ロ
ト
ス
、
ラ
ウ
ラ
、
イ
ベ
ロ
ン
、

　
バ
ト
ペ
デ
ィ
と
続
い
た
。
ア
ト
ス
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
は
、
カ
．
嵐
。
隣
グ
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魯
ら
罫
署
．
δ
呼
屋
伊
∪
．
℃
”
冒
畠
蔓
ω
ω
雪
簿
。
∬
ピ
①
ヨ
。
⇒
帥
。
田
ω
ヨ
を
参
照
。

⑨
二
髄
紀
宋
か
ら
＝
羅
紀
半
ば
に
か
け
て
、
ニ
コ
ラ
ス
・
グ
ラ
ン
マ
テ
ィ
コ

　
ス
と
レ
オ
ン
・
ス
テ
ユ
ペ
ス
の
二
人
の
総
主
教
が
ア
ト
ス
忠
を
自
ら
の
管
轄
下
に

　
組
み
込
も
う
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ト
ス
山
は
総
主
教
権
威
へ
の
従

　
属
を
避
け
る
た
め
に
、
プ
ロ
ト
ス
を
首
都
に
派
遣
し
、
皇
帝
と
総
主
教
の
両
者
と

　
直
接
交
渉
さ
せ
て
い
る
。
竃
．
＞
p
σ
q
o
罫
O
詠
ミ
惑
§
気
浄
ら
貯
竜
帖
謡
穿
蟹
ミ
帖
N
§

　
q
菩
寒
㌧
、
ミ
鴨
○
署
ミ
N
§
賊
一
〇
〇
Q
ゲ
ー
ト
」
①
封
○
餌
ヨ
び
ユ
匹
α
q
ρ
照
り
O
伊
唱
首
．
卜
⊃
o
Q
O
－
卜
o
Q
Q
G
o
．

⑩
§
銭
も
℃
」
O
∴
卸
鐸
〉
茜
。
一
9
．
．
ご
ヴ
冒
節
蓬
§
ぎ
㊦
益
ρ
．
．
ヨ
』
昌
き
巳
跳
p

　
①
餌
；
§
穐
き
起
Ω
§
憩
款
露
寒
ミ
鳴
嬢
ミ
ミ
旨
ミ
9
タ
，
p
N
N
O
や
9
N
Q
Q
q
9
0
餌
ヨ
ー

　
σ
門
凱
σ
Q
ρ
む
㊤
P
娼
も
』
趣
ω
－
0
①
Q
Q
・

⑪
エ
ペ
イ
ロ
ス
に
拠
っ
た
テ
オ
ド
ロ
ス
・
ア
ン
ゲ
ロ
ス
が
オ
フ
リ
ド
大
主
教
よ
り

　
戴
冠
を
受
け
た
こ
と
で
、
帝
位
の
正
統
性
を
め
ぐ
っ
て
ニ
カ
イ
ア
の
教
会
と
オ
フ

　
リ
ド
の
教
会
と
の
問
に
シ
ス
マ
が
生
じ
た
が
、
ア
ン
ゲ
ロ
ス
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
戦
で

　
捕
虜
に
な
リ
エ
ペ
イ
ロ
ス
の
勢
力
が
衰
え
た
こ
と
も
あ
り
、
エ
ペ
イ
ロ
ス
が
ニ
カ

　
イ
ア
の
教
会
の
権
威
を
認
め
る
こ
と
で
シ
ス
マ
の
決
悲
を
児
た
。
〉
．
U
．
丙
p
壱
。
－

　
N
臨
○
ρ
§
副
詞
象
N
題
丹
毒
翫
ミ
N
O
o
ミ
、
s
・
ミ
蛭
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。
ミ
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Q
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帖
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一
掴
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寒
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ミ
ミ
貯
ミ
ミ
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ぎ
卸
§
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ミ
凡
爵
ミ
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㍗
、
題
冷
め
N
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N
め
恥
聾
↓
げ
Φ
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謹
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舞
ト
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一
り
刈
①
γ
悔
賢
G
Q
刈
1
①
卜
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■

⑬
ミ
カ
ェ
ル
八
世
に
つ
い
て
の
代
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モ
ノ
グ
ラ
フ
は
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U
．
旨
○
Φ
磐
鉢
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篇
o
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肉
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爲
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ミ
N
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s
甚
琵
ミ
ミ
ミ
嘱
壽
笥
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時
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沁
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ご
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彦
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ヨ
鐸
乙
α
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お
㎝
O
で
あ
る
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の
シ
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マ
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本
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文
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は
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冨
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ω
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①
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と

　
略
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と
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ω
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①
ざ
号
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も
ワ
ト
⊃
ω
0
山
お
「

⑯
ミ
カ
エ
ル
八
世
の
修
道
院
政
策
を
考
察
し
た
ル
イ
ヤ
ー
ル
の
論
文
が
あ
る
が
、

　
ア
ト
ス
文
書
の
公
刊
が
進
ん
だ
今
で
は
、
さ
ほ
ど
有
屠
で
は
な
い
。
O
・
幻
9
静
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囲
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N
め
O
令
N
め
舞
ト
っ
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山
①
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鏡
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臥
。
ぽ
甲
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鴫
メ
づ
。
■
一
Q
o
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齢
O
Q
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囲
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四
（
国
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鑓
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目
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煽
）
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⇒
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団
。
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℃
鉱
α
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目
o
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⑱
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界
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・
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N
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σ
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喜
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q
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刈
O
（
×
①
8
唱
。
梓
婁
。
ε
り
⇒
・
．
6
刈
。
。

　
（
0
寓
冨
p
儒
震
ソ

⑲
年
代
記
作
者
パ
キ
ュ
メ
レ
ス
は
小
ア
ジ
ア
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
郊
外
に
位
置
し
た
ガ

　
レ
シ
オ
ン
山
が
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
修
道
士
の
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を

　
報
告
し
て
い
る
。
O
層
勺
霧
ξ
ヨ
曾
①
ρ
肉
乳
ミ
ご
、
器
霞
恥
§
継
電
〉
’
鳴
Φ
已
①
「
Φ
儒
‘

　
多
量
6
。
。
♪
で
．
S
母
（
以
下
、
欝
。
ご
羅
毯
甲
寄
§
§
硫
と
略
Y

⑳
ア
ト
ス
山
の
修
道
士
ら
は
、
皇
帝
と
首
都
の
教
会
会
議
に
宛
て
て
書
簡
を
送
付

　
し
て
い
る
。
く
’
い
舞
器
舞
Φ
こ
．
U
費
δ
¢
白
し
。
曽
b
湧
四
則
箋
Q
、
題
言
N
．
S
凡
§
誉
¢
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貸
騎
西
・
N
め
＼
§
℃
餌
ユ
ω
咽
回
O
刈
◎
唱
も
．
ω
刈
①
－
鼻
O
ω
．

⑳
弾
圧
の
実
態
に
関
し
て
は
、
U
．
ζ
’
蜜
o
o
ド
．
．
円
訂
切
嵩
留
P
冨
お
p
o
鼠
。
⇔
轡
。

　
窪
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ロ
自
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o
鐸
旨
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篇
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｛
ピ
畷
o
P
憲
↓
《
、
．
恥
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巴
謎
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簿
§
S
、
9
刈

　
（
一
㊤
刈
一
）
”
℃
や
一
一
ω
1
一
鼻
①
・

⑫
　
ミ
カ
エ
ル
に
よ
る
ア
ト
ス
山
取
締
り
に
関
し
て
は
、
多
数
の
修
道
士
が
犠
牲
と

　
な
っ
た
と
す
る
ク
前
王
ポ
タ
ム
ー
修
道
院
や
ゾ
グ
ラ
フ
ー
修
道
院
の
伝
承
、
ミ
カ

　
エ
ル
の
圧
力
に
屈
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
式
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
と
す
る
ラ
ウ
ラ
修
道

　
院
の
伝
承
が
知
ら
れ
て
い
る
。
U
．
竃
．
熟
o
o
押
勺
。
℃
巳
多
量
謬
α
Q
δ
窃
お
。
β
℃
ワ
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Q
。
い
。
一
－
ω
G
。
ρ
ル
メ
ル
ル
は
、
拘
禁
さ
れ
た
ア
ト
ス
山
修
道
士
の
書
簡
を
分
析
す
る

　
こ
と
で
、
　
一
二
七
六
年
に
実
際
に
取
締
り
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　
い
①
ヨ
巴
ρ
○
年
g
o
δ
α
Q
5
唱
唱
」
い
。
⊥
野
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国
裳
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①
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オ
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は
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聖
霊
の
発
出
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
け
る
そ
の
神
学
的
立
場

　
と
、
ラ
テ
ン
人
支
配
下
の
キ
プ
ロ
ス
出
身
で
あ
る
こ
と
を
反
対
派
鎚
職
者
に
よ
り

　
攻
撃
さ
れ
辞
任
す
る
。
彼
の
神
学
的
立
場
は
、
現
在
で
は
ヘ
シ
カ
ス
ム
の
先
駆
を

　
な
す
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
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．
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グ
レ
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リ
オ
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辞
任
後
、
総
主
教
候
補
と
さ
れ
た
の
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
大
主
教

　
ゲ
ン
ナ
デ
ィ
オ
ス
、
ア
ト
ス
山
プ
ロ
ト
ス
の
ヤ
コ
ボ
ス
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
三
名

　
で
あ
っ
た
。
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碧
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㊦
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ρ
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切
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第
二
章
　
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行

末期ビザンッにおける総主教と皇帝（nti　J　I　D

第
［
簾
　
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ア
ト
ス
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
関
し
て
着
目
す
べ
き
は
、
彼
が
ア
ト
ス
山
出
身
の
隠
修
士
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
滞
在
年
数
は
比
較
的
短
か
っ
た
た

め
、
彼
は
ア
ト
ス
山
の
利
害
を
直
接
代
表
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
山
内
の
事
情
に
は
あ
る
程
度
通
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ア
ト

ス
山
に
対
し
て
少
な
か
ら
ぬ
好
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
実
際
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
一
度
目
の
総
主
教
在
位
時
に
は
、
教
会
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
お
い
て
山
内
の
ク
セ
ロ
ポ
タ
ム
ー
修
道
院
に
有
利
な
裁
決
を
下
し
て
い
る
し
、
辞
任
後
に
は
、
彼
と
の
つ
な
が
り
こ
そ
明
ら
か
で
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
山
内
の
カ
ラ
カ
ル
ー
修
道
院
に
対
す
る
特
権
付
与
を
皇
帝
に
求
め
、
叶
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ア
ト
ス
山
と
の
関
係
が
と
り
わ
け
密
に
な
る
の
は
、
一
三
〇
三
年
か
ら
始
ま
る
二
度
目
の
総
主
教
在
位
期
に
お
い
て
で
あ
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る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
二
度
目
の
在
位
期
、
合
計
二
百
通
に
及
ぶ
書
簡
を
残
し
て
い
る
が
、
就
任
直
後
に
送
付
し
た
挨
拶
状
を
手
始
め
に
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

三
〇
九
年
に
最
終
的
に
辞
任
す
る
ま
で
、
個
別
の
修
道
士
や
修
道
院
に
宛
て
た
も
の
も
含
め
二
〇
通
近
い
書
簡
を
ア
ト
ス
山
に
送
付
し
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
書
簡
を
検
討
す
る
こ
と
で
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ア
ト
ス
山
の
関
係
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
ア
ト
ス
山
の
霊
姓
を
と
り
わ
け
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
ア
ト
ス
山
を
自
ら
に
近
い
存
在
と
認
識
し
て
い
た
。

彼
は
二
度
目
の
総
主
教
就
任
直
後
、
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
圓
状
を
送
付
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
ア
ト
ス
山
の
修
道
士
ら
が
実
践
し
て
い
る
、

世
俗
的
生
活
を
放
棄
し
て
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
た
理
想
的
な
生
活
に
つ
い
て
賛
辞
を
送
る
と
と
も
に
、
こ
の
世
界
の
霊
的
な
模
範
と
し
て
、
カ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ン
と
修
道
規
律
を
厳
守
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
反
発
す
る
教
会
人
た
ち
が
典
礼
へ
の
参
加
を
拒
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
た
問
題
が
皇
帝
の
仲
介
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
際
に
も
、
彼
は
プ
ロ
ト
ス
に
宛
て
て
喜
び
を
伝
え
る
書
簡
を
送
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
多
く
の
書
簡
を
送
付
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
彼
が
ア
ト
ス
山
へ
示
し
た
深
い
関
心
の

証
左
と
な
っ
て
い
る
。
幾
度
か
の
統
制
の
試
み
が
拒
絶
さ
れ
て
以
降
、
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
総
主
教
は
一
定
の
距
離
を
置
き
、
率
先
し
て
連
絡

を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ト
ス
山
に
し
て
み
れ
ば
総
主
教
の
介
入
は
独
立
特
権
を
侵
害
す
る
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が

ア
ト
ス
山
に
対
し
て
送
付
し
た
書
簡
の
多
く
は
、
カ
ノ
ン
と
修
道
規
律
の
遵
守
を
修
道
士
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
自
ら
が
ア
ト
ス
山

に
関
与
す
る
合
法
的
根
拠
を
持
た
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
積
極
的
な
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
当
時
、
ア
ト
ス
山
の
側
も
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
霊
的
な
指
導
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
た
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の

度
重
な
る
指
導
か
ら
は
、
ア
ト
ス
山
が
自
ら
の
自
治
機
構
で
は
解
決
で
き
な
い
ほ
ど
の
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で

あ
る
。

　
個
別
の
修
道
院
で
言
え
ば
、
最
も
深
刻
な
状
態
に
あ
っ
た
の
は
う
ウ
ラ
修
道
院
で
あ
っ
た
。
ラ
ウ
ラ
は
ミ
カ
エ
ル
慨
世
治
下
か
ら
す
で
に
断

続
的
な
危
機
を
経
験
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
三
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
初
め
に
か
け
て
山
内
で
活
躍
し
た
隠
修
士
ゲ
ル
マ
ノ
ス
に
つ
い

て
著
さ
れ
た
伝
記
か
ら
は
、
リ
ヨ
ン
合
同
期
に
ラ
ウ
ラ
修
道
院
内
が
不
穏
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
伝
記
に
よ
る
と
、
ゲ
ル
マ
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ノ
ス
の
師
父
の
一
人
で
散
居
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
ラ
ウ
ラ
修
道
院
長
ヨ
ブ
が
反
対
勢
力
の
た
め
に
追
放
さ
れ
、
さ
ら
に
ヨ
ブ
の
友
人
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
修
道
士
ヨ
ハ
ネ
ス
が
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
郊
外
で
暗
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
の
問
題
が
継
続
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
二
度
目
の
在
位
期
、
再
び
修
道
院
長
に
対
す
る
一
部
修
道
士

の
反
抗
が
生
じ
た
。

　
＝
二
〇
四
年
の
夏
に
か
け
て
、
ラ
ウ
ラ
の
修
道
院
長
に
選
出
さ
れ
た
マ
ク
シ
モ
ス
に
対
し
反
抗
が
生
じ
、
マ
ク
シ
モ
ス
を
支
持
す
る
修
道
士

ら
が
総
主
教
に
マ
ク
シ
モ
ス
選
出
の
確
認
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
こ
の
要
請
に
応
え
る
と
と
も
に
、
修
道
院
長
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

役
割
を
記
し
た
書
簡
を
マ
ク
シ
モ
ス
に
送
付
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
マ
ク
シ
モ
ス
を
支
持
す
る
ラ
ウ
ラ
の
修
道
士
た
ち
は
、
皇
帝
で
も
プ

ロ
ト
ス
で
も
な
く
、
総
主
教
の
権
威
を
用
い
る
こ
と
で
紛
争
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
要
請
を
受
け
た
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
も
ラ
ウ
ラ
の
紛
争
解
決
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
プ
ロ
ト
ス
に
も
書
簡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

送
付
し
ラ
ウ
ラ
へ
の
監
督
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
、
山
内
の
全
修
道
士
に
宛
て
て
修
道
生
活
の
心
得
を
説
く
回
状
を
送
っ
て
い
る
が
、
ラ
ウ

ラ
の
紛
争
は
さ
ら
な
る
局
面
を
迎
え
る
。

　
；
一
〇
四
年
か
ら
一
三
〇
五
年
に
か
け
て
、
院
内
の
危
機
を
知
ら
せ
る
修
道
院
長
マ
ク
シ
モ
ス
を
筆
頭
に
、
修
道
司
祭
マ
ラ
キ
ア
ス
ら
有
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

修
道
士
ら
の
書
簡
を
携
え
た
密
使
が
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
も
と
へ
派
遣
さ
れ
た
。
マ
ク
シ
モ
ス
は
お
そ
ら
く
密
使
派
遣
の
直
後
に
辞
任
し
、
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
の
修
道
士
ら
は
新
修
道
院
長
の
選
出
を
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
要
請
し
た
。
こ
の
混
乱
し
た
局
面
に
お
い
て
ラ
ウ
ラ
は
伝
統
で
あ
り
特
権
で
も
あ

っ
た
修
道
院
長
の
自
主
選
出
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
こ
の
後
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
前
述
の
マ
ラ
キ
ア
ス
を
新
修
道
院
長
に
指
名
し
、
反
抗
す
る
修
道
士
へ
の
厳
正
な
る
対
処
を
指
導
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
の
後
も
、
混
乱
は
継
続
し
た
ら
し
く
、
マ
ラ
キ
ア
ス
は
在
位
わ
ず
か
で
ラ
ウ
ラ
を
離
れ
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
府
主
教
に
就
任
し
、
ゲ
ラ
シ
モ
ス
が

跡
を
継
ぐ
も
ま
も
な
く
辞
任
し
、
総
主
教
か
ら
指
導
を
受
け
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
・
メ
タ
コ
プ
ロ
ス
が
修
道
院
長
に
就
任
す
る
に
い
た
っ
て
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

や
く
、
長
期
に
わ
た
っ
た
紛
争
が
沈
静
化
し
た
。
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以
上
の
過
程
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
ラ
ウ
ラ
問
題
へ
の
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
並
々
な
ら
ぬ
関
心
と
解
決
へ
の
寄
与
、
そ
し
て
反
抗
問
題

を
機
に
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
ラ
ウ
ラ
上
層
部
と
の
間
に
築
か
れ
た
、
法
的
制
約
に
と
ら
わ
れ
な
い
関
係
で
あ
る
。
ラ
ウ
ラ
上
層
の
修
道
士
か
ら
全

幅
の
信
頼
を
置
か
れ
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
自
ら
の
介
入
に
よ
っ
て
ラ
ウ
ラ
の
紛
争
を
解
決
に
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
在
位
中
、
ラ
ウ
ラ
だ
け
で
な
く
、
ア
ト
ス
山
の
代
表
者
プ
ロ
ト
ス
を
め
ぐ
っ
て
も
問
題
が
生
じ
た
。
発
端
と
な
っ

た
の
は
、
一
三
〇
六
年
頃
生
じ
た
プ
ロ
ト
ス
の
急
死
事
件
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
ト
ス
の
死
自
体
は
、
直
後
に
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
ア
ト
ス
山
に
送
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
弔
辞
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
次
い
で
送
ら
れ
た
書
簡
か
ら
、
新
プ
ロ
ト
ス
が
選
出
さ
れ
ず
、
プ
ロ
ト
ス
空
位
が
続
く
と
い
う
異
常
事
態
が
生

じ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ア
ト
ス
山
全
体
に
宛
て
た
こ
の
書
簡
に
お
い
て
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
新
プ
ロ
ト
ス
の
選
出
を
妨
げ
た
山
内
の
混
乱
と
不
規
律
を
強
く
非
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
う
え
で
、
新
プ
ロ
ト
ス
が
選
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
述
べ
、
新
プ
ロ
ト
ス
の
使
命
を
説
諭
し
て
い
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
よ
れ
ば
、
ア

ト
ス
山
の
事
魚
心
を
案
じ
た
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
は
、
特
別
措
置
と
し
て
新
プ
ロ
ト
ス
を
選
出
し
、
か
つ
任
命
し
た
。
皇
帝
は
、
ギ
リ
シ

ア
西
部
出
身
で
、
有
徳
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
た
修
道
司
祭
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
指
名
し
て
プ
ロ
ト
ス
に
任
命
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
、
新

た
な
慣
習
が
定
め
ら
れ
た
。
総
主
教
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
皇
帝
の
慈
悲
深
さ
に
よ
り
、
首
都
へ
の
来
訪
を
受
け
入
れ
ら
れ
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
（
新
プ
ロ
ト
ス
）
は
皇
帝
か
ら
、
教
会
の
許
可
無
し
に
は
、
山
の
指
導

　
　
者
た
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
…
…
高
位
聖
職
者
に
従
属
し
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
不
相
応
な
自
由
と
名
誉
を
与
え
ら
れ
思
い
上
が
る
修
道
士
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
を
、
神
聖
な
祝
別
に
よ
っ
て
そ
の
悪
評
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。

　
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
は
、
ア
ト
ス
山
が
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
か
ら
独
立
し
た
状
態
を
是
正
す
べ
く
、
新
た
に
選
出
さ
れ

た
プ
ロ
ト
ス
に
対
し
、
教
会
か
ら
正
式
な
送
別
を
受
け
る
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
続
け
る
。

　
　
そ
の
尊
崇
す
べ
き
こ
と
故
に
ア
ト
ス
由
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
、
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
府
主
教
、
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
主
教
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ

　
　
て
、
そ
の
気
高
き
地
位
と
名
誉
を
称
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
（
プ
ロ
ト
ス
が
）
そ
れ
ら
の
誰
か
ら
も
祝
別
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
神
に
対
し
て
不
敬
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⑲

　
　
な
罪
深
き
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
総
主
教
自
身
も
、
ア
ト
ス
山
の
プ
ロ
ト
ス
が
、
隣
接
す
る
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
教
区
の
主
教
、
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
を
管
轄
下
に
置
く
テ

ッ
サ
ロ
ニ
ケ
府
主
教
、
あ
る
い
は
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
長
で
あ
る
総
主
教
の
い
ず
れ
か
よ
り
祝
別
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
明
言
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
実
際
、
新
プ
ロ
ト
ス
に
指
名
さ
れ
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
上
っ
た
修
道
司
祭
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
皇
帝
よ
り
杖
を
受
け
取
り
、
総
主

教
か
ら
、
ア
ト
ス
山
の
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
祝
別
を
受
け
た
。
そ
の
事
後
報
告
を
総
主
教
は
ア
ト
ス
山
の
修
道
士
ら
に

対
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
ア
ト
ス
山
の
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
へ
の
回
帰
、
あ
る
い
は
そ
の
独
立
自
治
特
権
の
解
除
と
い
う
行
政

措
置
は
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
在
位
期
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
措
置
に
関
し
て
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
自
身
は
皇
帝
の
主
導
を
強
調
し
て
い
る
が
、
カ
ノ
ン
と
修
道
規
律
の
遵
守
を
ア
ト
ス
山
に
強
く
要
求

し
、
ラ
ウ
ラ
修
道
院
長
の
選
出
な
ど
で
山
内
の
問
題
に
直
接
関
わ
っ
て
き
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
姿
勢
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
一
連
の
事
態
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
は
皇
帝
の
側
で
は
な
く
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
側
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ア
ト
ス
山
が
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
團
帰
し
た
こ
と
で
、

総
主
教
は
合
法
的
に
山
内
の
問
題
に
介
入
す
る
権
限
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
節
で
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
ア
ト
ス
山
へ
の
措
置
と
、
皇
帝
と
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
継
い
だ
総
主
教
ニ

フ
ォ
ン
が
関
与
し
た
＝
三
二
年
の
措
置
を
比
較
検
討
し
、
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
＝
㎜
＝
二
年
の
公
式
文
轡

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
二
度
目
の
総
主
教
在
位
中
に
行
わ
れ
た
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
措
置
は
、
暫
定
的
な
性
格
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
は
ア
ト
ス
山
に
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
皇
帝
が
ア
ト
ス
山
へ
勅
書
を
発
行
し
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
の
辞
任
後
の
＝
三
二
年
、
総
主
教
ニ
フ
ォ
ン
と
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
上
世
が
発
行
し
た
文
書
は
、
双
方
と
も
プ
ロ
タ
ト
ン
に
保
存
さ
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れ
て
い
た
。
こ
れ
は
後
者
の
措
置
が
よ
り
正
式
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
＝
二
一
二
年
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
年
代
記
史
料
で

は
何
ら
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
存
す
る
二
通
の
文
書
、
す
な
わ
ち
総
・
王
教
の
印
璽
書
簡
と
皇
帝
の
金
印
勅
書
を
通
じ
て
具
体
的
な
過
程
と

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
二
つ
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
事
柄
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
両
者
と
も
＝
二
一
二
年
＝
月
発
行
の
文
書
で
あ

る
が
、
総
主
教
ニ
フ
ォ
ン
の
印
璽
書
簡
が
先
に
発
行
さ
れ
、
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
金
印
勅
書
が
そ
れ
を
確
認
す
る
と
い

う
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
双
方
の
史
料
中
の
記
述
か
ら
、
現
存
し
な
い
史
料
と
し
て
、
＝
㎝
＝
二
年
以
前
に
皇
帝
か
ら
ア
ト
ス
山
に
宛
て
た
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

簡
と
ア
ト
ス
山
か
ら
皇
帝
に
宛
て
た
返
書
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
皇
帝
の
書
簡
は
、
新
プ
ロ
ト
ス
へ
の
総
主
教
に
よ
る
十
字
の
国
別
ス
フ
ラ
ギ
ス
を
求
め
る
内
容
で
あ
っ
た
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
総
主
教
在
位

期
、
プ
ロ
ト
ス
空
位
が
生
じ
た
後
、
修
道
司
祭
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
皇
帝
か
ら
の
直
接
指
名
を
受
け
る
と
と
も
に
薪
た
に
総
主
教
の
国
別
を
受
け
、

プ
ロ
ト
ス
に
就
任
し
た
。
こ
の
措
置
に
つ
い
て
は
前
節
で
見
た
と
お
り
だ
が
、
そ
れ
以
降
彼
は
史
料
上
に
現
れ
ず
、
；
二
〇
年
＝
月
の
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ス
タ
モ
ニ
ト
ゥ
修
道
院
文
書
で
は
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
と
い
う
人
物
が
プ
ロ
ト
ス
と
し
て
署
名
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
＝
一
二
〇
年

一
一
月
以
前
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
プ
ロ
ト
ス
を
辞
任
、
あ
る
い
は
死
去
し
、
後
任
に
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
が
就
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
お
そ
ら
く
、
プ
ロ
ト
ス
就
任
に
際
し
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
が
教
会
か
ら
の
祝
別
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
皇
帝
が
ア
ト
ス
山
に
対
し
、
テ

オ
フ
ァ
ネ
ス
を
首
都
に
派
遣
し
総
主
教
か
ら
の
祝
聖
を
受
け
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
命
令
に
対
し
て
ア
ト
ス
山
の
指
導
層
は
、
そ
の

命
令
を
受
諾
す
る
旨
の
書
簡
を
皇
帝
に
返
送
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
ア
ト
ス
山
の
修
道
士
ら
は
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
を
首
都
に
派
遣
し
、
首
都
へ
赴
い
た
彼
は
皇
帝
か
ら
杖
を
授
か
り
、
総
主
教
か
ら
ス
フ
ラ

ギ
ス
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
テ
オ
フ
ァ
ネ
ス
が
ア
ト
ス
山
に
戻
っ
た
後
、
総
主
教
は
、
新
プ
ロ
ト
ス
が
総
主
教
か
ら
ス
フ
ラ
ギ
ス
を
受
け
る
義

務
を
正
式
に
定
め
た
印
璽
書
簡
を
ア
ト
ス
に
送
り
、
そ
の
直
後
に
送
ら
れ
た
皇
帝
の
金
印
勅
書
は
、
ニ
フ
ォ
ン
の
決
定
に
対
し
て
皇
帝
の
権
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
よ
っ
て
最
終
的
効
力
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

90　（254）
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次
に
、
双
方
の
史
料
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
双
方
の
史
料
に
お
い
て
等
し
く
、
こ
れ
ま
で
諸
皇
帝
が
ア
ト
ス
山

に
付
与
し
た
諸
特
権
が
明
確
な
カ
ノ
ン
違
反
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
総
主
教
の
文
面
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
か
つ
て
神
聖
な
る
カ
ノ
ン
は
、
カ
ノ
ン
に
基
づ
い
て
教
会
が
正
し
く
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
た
が
、
皇
帝
た
ち
は
そ
れ
を
除
外
し
、
総
主
教
や
主
教

　
　
や
他
の
高
位
聖
職
者
ら
の
下
に
置
か
れ
な
い
特
別
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
を
、
山
内
の
修
道
士
の
中
か
ら
プ
ロ
ト
ス
を
選
ぶ
こ
と
を
、
全
て
の
霊
的
な

　
　
問
題
が
プ
ロ
ト
ス
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
こ
と
を
ア
ト
ス
山
に
命
じ
、
そ
れ
ら
金
て
を
皇
帝
た
ち
は
金
印
勅
書
を
与
え
て
確
認
し
た
。
…
…
ア
ト
ス
山
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
金
印
勅
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
自
由
を
次
々
と
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
カ
ノ
ン
か
ら
の
さ
ら
な
る
逸
脱
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ニ
フ
ォ
ン
は
諸
皇
帝
か
ら
ア
ト
ス
山
へ
の
特
権
付
与
が
、
カ
ノ
ン
の
規
定
か
ら
逸
脱
し
た
ア
ト
ス
山
の
地
位
を
も
た
ら
し
た

こ
と
を
正
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
皇
帝
の
勅
書
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
我
々
以
前
の
名
高
い
皇
帝
た
ち
は
、
…
…
修
道
士
自
身
を
ふ
さ
わ
し
く
な
い
自
由
と
混
ぜ
合
わ
せ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
皇
帝
た
ち
は
、
修
道
士
に
よ

　
　
　
っ
て
選
ば
れ
そ
の
最
高
位
に
確
立
さ
れ
、
ひ
い
て
は
修
道
士
ら
を
霊
的
に
吟
味
し
指
導
す
る
プ
ロ
ト
ス
が
、
至
聖
な
る
総
主
教
の
、
あ
る
い
は
、
高
位
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
職
者
か
ら
の
支
配
を
受
け
な
い
こ
と
を
、
教
会
の
規
定
に
応
じ
た
濫
悪
の
獲
得
が
な
く
て
も
よ
い
こ
と
を
定
め
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
総
主
教
と
皇
帝
は
、
教
会
の
規
定
で
あ
る
カ
ノ
ン
に
ア
ト
ス
山
が
違
反
す
る
状
況
が
好
ま
し
く
な
い
こ
と
を
一
様
に
認
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
両
者
か
ら
カ
ノ
ン
違
反
を
指
摘
さ
れ
た
ア
ト
ス
は
、
そ
の
逸
脱
を
憂
慮
す
る
皇
帝
に
よ
り
、
カ
ノ
ン
に
適
合
す
る
状
態
、
つ

ま
り
、
全
て
の
修
道
院
は
教
区
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
カ
ル
ケ
ド
ン
公
会
議
で
の
規
定
に
適
う
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
ト
ス
山
に
行
わ
れ
た
具
体
的
な
行
政
措
置
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
プ
ロ
ト
ス
は
、
総
主
教
か
ら
の
ス
フ
ラ
ギ
ス
に
よ
っ
て
、
初
め
て
カ
ノ
ン
に
云
っ
た
神
の
恩
寵
を
手
に
入
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
プ
ロ
ト
ス
は
そ
の
恩
寵
を
自
ら
の
下
に
あ
る
諸
修
道
院
長
に
伝
え
る
義
務
を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
ト
ス
で
行
わ
れ

る
典
礼
に
お
い
て
総
主
教
の
名
で
は
な
く
、
本
来
な
ら
ア
ト
ス
山
全
体
が
所
属
す
る
は
ず
の
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
主
教
の
名
を
記
念
す
る
必
要
が
あ

⑱
る
。
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以
上
の
取
り
決
め
に
関
し
て
、
総
主
教
の
記
念
よ
り
も
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
主
教
の
記
念
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
修
道
院
が
位
置
す
る
教

区
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
カ
ノ
ン
の
規
定
を
総
主
教
が
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ム
フ
回
の
措
置
で
は
、

ア
ト
ス
山
が
、
新
プ
ロ
ト
ス
に
な
さ
れ
る
ス
フ
ラ
ギ
ス
を
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
主
教
で
は
な
く
、
総
主
教
自
身
に
要
請
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

主
教
に
よ
る
新
プ
ロ
ト
ス
の
思
至
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
総
主
教
が
ア
ト
ス
山
側
の
利
益
に
配
慮
を
示
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

92 （256）

　
本
章
で
は
ア
ト
ス
山
の
独
立
自
治
特
権
の
解
除
、
す
な
わ
ち
総
主
教
へ
の
管
轄
権
移
行
措
置
を
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
と
、
＝
二

一
二
年
に
発
行
さ
れ
た
皇
帝
の
金
印
勅
書
と
総
主
教
の
印
璽
書
簡
か
ら
検
討
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま

と
め
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
パ
パ
フ
リ
サ
ン
ス
ゥ
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
は
実
質
的
に
は
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
在
位
期
に
行
わ
れ
て

い
た
。
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
ア
ト
ス
山
内
で
生
じ
た
不
祥
事
、
プ
ロ
ト
ス
空
位
の
問
題
で
あ
っ
た
。
新
プ
ロ
ト
ス
に
指
名
さ
れ
た
修
道
司
祭

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
皇
帝
か
ら
杖
を
受
け
取
る
と
と
も
に
、
総
主
教
の
祝
別
を
受
け
正
式
に
プ
ロ
ト
ス
に
就
任
し
た
。
総
主
教
は
、
プ
ロ
ト
ス
選

出
時
の
新
た
な
規
則
を
ア
ト
ス
山
に
告
知
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
プ
ロ
ト
ス
の
三
業
を
通
し
て
ア
ト
ス
山
が
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
園

帰
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
一
三
一
二
年
の
措
置
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
在
位
期
の
決
定
を
公
的
措
置
と
し
て
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
総
主
教
ニ
フ
ォ
ン
は
そ

の
印
璽
書
簡
に
お
い
て
、
ア
ト
ス
山
の
法
的
地
位
を
詳
細
に
定
義
し
、
総
主
教
に
直
属
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
、
皇
帝
は
金
印
勅
書
に
よ
っ
て
総

主
教
の
決
定
に
最
終
的
な
効
力
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
ア
ト
ス
山
の
皇
帝
か
ら
総
主
教
へ
の
管
轄
権
移
行
は
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
過
程
で
興
味
深
い
の
は
、

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
に
お
い
て
も
、
一
三
一
二
年
の
双
方
の
史
料
中
に
お
い
て
も
、
カ
ノ
ン
や
そ
れ
に
類
す
る
語
が
頻
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
中
後
期
ビ
ザ
ン
ツ
の
教
会
行
政
に
お
い
て
は
、
教
会
生
活
の
基
本
原
則
で
あ
る
は
ず
の
カ
ノ
ン
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
期
パ
ラ
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イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
、
シ
ス
マ
勢
力
が
そ
の
反
抗
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
カ
ノ
ン
を
重
視
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

今
回
の
措
置
が
カ
ノ
ン
の
文
言
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
の
は
何
故
な
の
か
、
総
主
教
の
教
会
行
政
全
般
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
総
主
教
だ
け
で
な
く
、
皇
帝
自
身
が
カ
ノ
ン
遵
守
と
い
う
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
も
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
ビ
ザ
ン
ツ
の
皇
帝
は
地
上
に
お
け
る
最
上
の
存
在
で
あ
り
、
カ
ノ
ン
を
超
越
す
る
権
限
を
有
し
、
全
て
の
点
で
自
由
で
あ
り
、
そ
う
し
た
自

ら
の
権
限
を
利
用
し
た
諸
皇
帝
は
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
種
々
の
特
権
を
付
与
し
て
き
た
。
し
か
し
、
史
料
上
に
現
れ
た
文
欝
を
字
義
通
り
解
釈

す
れ
ば
、
皇
帝
は
ア
ト
ス
山
を
自
ら
の
権
威
下
に
置
く
こ
れ
ま
で
の
慣
例
よ
り
も
、
カ
ノ
ン
の
規
定
を
優
先
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
皇
帝
が
独
断
で
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
の
措
置
を
実
行
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
と
お
り
、
ア
ト
ス
山
に
対
し

て
積
極
的
に
働
き
か
け
た
の
は
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
で
あ
り
、
皇
帝
直
属
と
い
う
特
権
的
地
位
の
た
め
ア
ト
ス
山
に
介
入
す
る
合
法
的
根
拠

を
持
た
な
い
総
主
教
が
、
皇
帝
に
働
き
か
け
て
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
を
実
現
さ
せ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

な
ぜ
皇
帝
が
、
総
・
王
事
に
権
力
の
一
部
を
委
ね
た
か
の
よ
う
な
裁
定
を
下
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
ア
ト
ス
山
の

管
轄
権
移
行
措
置
を
総
主
教
と
皇
帝
、
双
方
の
教
会
行
政
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

①
＝
萱
○
年
ご
ろ
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
ブ
ル
の
中
流
家
庭
に
鵬
生
し
た
ア
タ
ナ
シ
オ

　
ス
は
、
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ケ
で
修
練
士
と
な
り
、
そ
の
後
ア
ト
ス
山
へ
向
か
い
エ
ス
フ

　
ィ
グ
メ
ヌ
ー
修
道
院
で
本
格
的
な
修
道
生
活
を
開
始
し
た
。
そ
の
三
年
後
ア
ト
ス

　
山
を
離
れ
塑
地
や
小
ア
ジ
ア
の
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巡
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｝
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。
ム
駆
9
U
σ
一
α
q
Φ
罫
沁
磯
§
§
礼
図
き
．
い
。
一
〇
①
■

④
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
書
簡
の
写
本
群
に
つ
い
て
は
、
〉
「
ζ
■
↓
巴
σ
。
ρ
§
鴨
○
♀

　
ミ
も
§
譜
、
§
焦
転
ぎ
、
§
賊
婁
聖
ミ
§
慧
駄
9
誠
§
ミ
謡
魯
避
芝
霧
げ
ぎ
α
q
ε
戸

　
一
〇
圃
q
の
序
論
を
参
照
（
以
下
、
円
巴
げ
。
戸
Q
ミ
竃
愚
ミ
、
智
w
ミ
と
略
し
、
書
簡
の
場
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合
は
書
簡
番
号
で
記
す
）
。

⑤
訂
母
Φ
簿
菊
§
§
も
’
δ
8
．

⑥
尊
ミ
b
」
①
0
9

⑦
℃
こ
。
帥
嘗
。
F
．
、
≦
①
山
霧
効
巨
Ω
①
毫
蝕
巳
、
欝
σ
Q
§
ぽ
冨
霧
8
8
艮
Φ
ヨ
も
9

　
莚
ヨ
げ
℃
碧
臨
費
。
竃
℃
げ
出
。
什
冨
①
諭
O
o
鵠
ω
鼠
簿
ぎ
。
互
P
、
．
餌
嵩
ミ
象
ミ
b
冒
ミ
隷
苧

　
ミ
§
芦
刈
O
（
日
O
O
吋
y
や
刈
Q
Q
・

⑧
マ
ク
シ
モ
ス
の
ラ
ウ
ラ
修
道
院
長
選
出
は
、
ラ
ウ
ラ
の
指
導
的
修
道
士
間
の
自

　
治
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
磐
冨
鼻
沁
ミ
田
舞
p
．
頓
Q
①
．

⑨
§
罫
p
δ
8
．

⑩
§
罫
戸
δ
O
心
．

⑪
密
使
ゲ
ラ
シ
モ
ス
が
総
主
教
に
送
り
屑
け
た
の
は
、
マ
ク
シ
モ
ス
、
マ
ラ
キ
ア

　
ス
に
加
え
、
修
道
司
祭
マ
ル
コ
ス
と
ヤ
コ
ボ
ス
、
修
道
士
キ
ュ
リ
ロ
ス
と
ミ
ュ
ロ

　
ン
に
よ
る
計
六
通
の
書
簡
で
あ
っ
た
。
§
餌
p
．
一
〇
一
伊

⑫
導
ミ
甲
⇔
」
①
寒

⑬
§
親
等
」
2
メ

⑭
℃
．
｝
8
量
。
∬
。
ワ
鼻
「
も
マ
。
。
9

⑮
　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
・
メ
タ
コ
プ
ロ
ス
は
、
聖
ゲ
ル
マ
ノ
ス
の
師
父
の
一
人
で
あ
っ

　
た
。
執
ミ
罫
や
。
。
◎
ピ
窪
話
鼻
糞
§
防
§
闇
⇒
．
一
①
O
o
。
．

⑯
§
罫
p
δ
O
q

⑰
こ
の
書
簡
が
示
し
て
い
る
の
は
、
ア
ト
ス
山
全
体
と
し
て
の
自
治
が
崩
壊
し
た

　
状
況
で
あ
る
。
き
ミ
リ
p
．
δ
0
メ
＜
．
い
震
お
韓
”
．
、
目
m
。
穿
。
目
。
ざ
σ
q
冨
簿
Φ
ω

　
冨
α
q
o
¢
ヨ
①
器
の
号
ポ
O
同
雪
匹
㊦
ピ
山
霞
①
》
汗
。
巳
8
山
①
路
G
Q
ω
帥
一
Q
Q
O
P
．
．
肉
ミ
ミ

　
懸
防
肉
ミ
§
書
捜
織
ミ
§
舞
卜
⊃
c
Q
（
一
㊤
刈
O
）
曽
b
℃
．
一
〇
G
Q
匡
＝
O
．

⑱
導
ミ
も
」
O
⑩
・

⑲
ミ
鉱
も
μ
8
h
．

⑳
ω
多
多
8
も
．
卜
、
ミ
ろ
聞
誘
。
σ
岳
Φ
も
』
㎝
ω
．

⑳
叙
階
式
に
お
け
る
ス
フ
ラ
ギ
ス
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
い
U
貰
。
¢
器
ρ

　
肉
跨
ぎ
、
き
題
防
ミ
N
題
O
＄
も
ミ
§
譜
N
鍾
蹄
鴨
曾
舘
ミ
帖
ミ
噂
℃
聖
グ
H
Φ
刈
ρ
℃
で
．

　
一
心
○
。
山
影
を
見
よ
。

⑫
　
勺
巷
8
ξ
誘
も
。
鎚
跨
。
戸
U
Φ
ヨ
。
轟
。
げ
謎
日
Φ
も
」
ω
鯵

⑱
ω
喧
ま
・
も
．
課
刈
｛
…
9
蔓
。
。
。
げ
毎
①
も
．
吋
α
繋

⑳
餓
σ
Q
鰻
8
も
』
ミ
．

⑳
9
蔓
ω
。
げ
集
Φ
も
b
9
’

⑳
山
内
に
あ
る
総
主
教
附
属
の
修
道
院
に
関
し
て
は
、
総
主
教
の
名
の
記
念
を
命

　
じ
て
い
る
。
ω
お
巳
ざ
戸
℃
』
ミ
｛
．

⑳
　
ヒ
エ
リ
ッ
ソ
ス
主
教
と
ア
ト
ス
山
は
、
所
領
の
境
界
問
題
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
た

　
び
た
び
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ア
ト
ス
出
に
と
っ
て
は
、
ヒ
エ
リ
ッ

　
ソ
ス
憲
教
に
従
属
す
る
よ
り
、
総
主
教
に
従
属
す
る
ほ
う
が
権
益
の
保
証
と
言
う

　
点
で
好
都
合
で
あ
っ
た
。
U
．
評
窓
畠
蔓
ω
ω
窪
島
。
～
．
．
湿
し
。
§
二
重
、
自
軍
ゆ
。
ま

　
σ
《
N
β
。
馨
ぎ
一
国
み
ユ
器
8
⑦
口
○
げ
銑
9
象
ρ
昌
P
、
．
宰
犠
§
§
q
ミ
§
ミ
鴇
蕊
り
。
◎
（
一
⑩
O
Q
じ
甲

　
唱
9
Q
Q
刈
ω
I
Q
Q
O
◎
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第
三
章
　
ア
ト
ス
山
管
轄
権
移
行
措
置
の
意
義

第
一
節
　
総
主
教
の
集
権
的
教
会
政
策

末期ビザンッにおける総主教と皇帝（橋川）

　
総
主
教
は
、
原
則
と
し
て
教
会
に
生
じ
た
問
題
に
対
し
て
カ
ノ
ン
に
基
づ
い
て
統
治
を
行
う
が
、
皇
帝
の
権
威
が
至
高
の
も
の
で
あ
る
が
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

え
に
、
教
会
の
問
題
に
関
し
て
有
効
で
あ
る
は
ず
の
カ
ノ
ン
は
、
権
威
の
点
で
皇
帝
の
司
る
世
俗
法
に
劣
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
一
般
に
、
膨
大

な
量
に
及
ぶ
カ
ノ
ン
は
教
会
聖
職
者
の
間
で
も
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
教
会
内
部
に
お
い
て
も
そ
の
権
威
は
相
対
的
で
あ
っ
た
。

中
後
期
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
カ
ノ
ン
の
社
会
的
認
知
度
を
考
察
し
た
コ
ニ
ダ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
同
時
期
に
お
い
て
は
教
会
問
題
に
関
し
て
カ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ン
を
厳
密
に
適
用
す
る
よ
り
も
、
状
況
に
応
じ
て
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
と
呼
ば
れ
る
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
成
立
後
も
継
続
し
、
ミ
カ
エ
ル
八
世
も
教
会
勢
力
に
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
を
強
要
す
る
形
で
教
会
合
同
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

策
を
推
進
し
、
高
位
聖
職
者
の
多
く
は
保
身
を
は
か
る
た
め
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
下
に
合
同
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
カ
ノ
ン
の
権
威
を
相

対
化
し
、
政
治
的
安
定
を
優
先
す
る
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
重
視
の
教
会
政
治
は
、
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
の
支
援
を
受
け
て
就
任
し
た
総
主
教

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
真
っ
向
か
ら
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
ブ
ー
ジ
ャ
ム
ラ
の
研
究
に
よ
り
ほ
ぼ
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で

の
研
究
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
性
格
を
極
度
に
厳
格
で
あ
る
と
特
記
す
る
同
時
代
人
パ
キ
ュ
メ
レ
ス
の
叙
述
を
中
心
に
用
い
た
た
め
少
な
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ず
偏
向
し
た
見
解
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ブ
ー
ジ
ャ
ム
ラ
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
膨
大
な
書
簡
群
を
緻
密
に
分
析
し
た
結
果
、
ア
タ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

シ
オ
ス
の
試
み
は
カ
ノ
ン
に
参
っ
た
秩
序
と
教
会
の
自
由
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
教
会
改
革
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
、
総
主
教
と
な
っ
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
カ
ノ
ン
を
根
拠
と
し
つ
つ
、
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
教
会
を
覆
っ
て
い
た
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る

べ
く
精
力
的
に
活
動
し
始
め
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
政
治
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
年
代
記
や
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
等
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
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き
る
が
、
最
大
の
問
題
は
、
教
区
を
離
脱
し
首
都
に
滞
在
す
る
主
教
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
の
攻
勢
と
と
も
に
小
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢

が
悪
化
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
中
期
以
降
、
叢
叢
活
動
を
困
難
と
し
た
府
主
教
ら
は
古
都
に
移
り
住
み
、
常
設
教
会
会
議
と
呼
ば
れ
る
集
ま
り
を
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

し
教
会
内
の
問
題
を
深
く
左
右
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
明
ら
か
に
、
聖
職
者
の
教
区
民
に
対
す
る
聖
経
の
義
務
を
定
め

た
カ
ノ
ン
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
名
目
の
下
に
黙
認
さ
れ
て
き
た
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
首
都
に
居
座
る
主
教
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

を
カ
ノ
ン
に
背
く
も
の
と
し
て
強
く
非
難
し
、
皇
帝
に
そ
の
問
題
の
是
正
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
教
会
改
革
の
対
象
は
首
都
に
滞
在
す
る
主
教
の
問
題
に
留
ま
ら
な
い
。
彼
は
、
修
道
院
を
含
む
教
会
施
設
の
運
営
に
つ
い

て
も
関
心
を
示
し
、
一
部
の
主
教
や
修
道
院
長
ら
が
神
聖
で
あ
る
は
ず
の
財
産
か
ら
私
的
利
益
を
得
て
い
る
と
し
て
、
彼
ら
を
強
く
非
難
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
も
、
彼
は
カ
ノ
ン
が
論
拠
と
な
る
こ
と
を
皇
帝
に
宛
て
た
書
簡
申
に
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
ア

ル
セ
ニ
ォ
ス
派
な
ど
の
教
会
分
派
勢
力
や
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
に
勤
務
す
る
聖
職
者
ら
の
俗
化
傾
向
な
ど
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
カ
ノ
ン
に
て
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
違
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
種
々
の
問
題
に
対
し
て
妥
協
を
排
し
た
強
硬
な
措
置
を
講
じ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
確
か
に
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
目
指
し
た
教
会
政
治
は
、
こ
れ
ま
で
伝
統
的
に
強
く
存
続
し
て
い
た
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
の
原
則

を
排
し
、
教
会
の
事
柄
に
関
し
て
永
遠
不
変
の
有
効
性
を
持
つ
カ
ノ
ン
を
基
盤
と
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
し
か
し
～
方
で
、
彼
は
カ
ノ
ン
遵
守
と
い
う
姿
勢
を
全
面
に
打
ち
出
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
教
会
勢
力
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
を
承
知

で
カ
ノ
ン
を
敢
え
て
無
視
す
る
行
政
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
例
は
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
行
っ
た
主
教
選
出
法
で
あ

る
。
空
位
主
教
の
選
出
に
関
し
て
は
、
カ
ノ
ン
で
は
総
主
教
と
教
会
会
議
双
方
の
協
同
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
自
ら
の
独
断
で
人
事
を
行
う
こ
と
を
皇
帝
に
対
し
て
弁
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
行
為
は
、
首
都
の
教
会
会
議
に
結
集
す
る
主
教
勢
力

の
切
り
崩
し
を
狙
う
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
よ
る
教
会
の
集
権
化
と
い
う
文
脈
で
解
す
る
こ
と
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
す
べ
て
の
カ
ノ
ン
に
反
し
な
い
理
想
的
な
教
会
の
実
現
と
言
う
よ
り
も
、
総
主
教
一
人
に
権
力
が
集
中
し
、
総

主
教
の
全
命
令
が
滞
り
な
く
実
行
さ
れ
る
集
権
的
教
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
自
ら
に
好
都
合
な
結
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末期ビザンッにおける総主教と皇帝（橋川）

果
を
招
来
す
る
た
め
の
政
治
的
道
具
と
し
て
用
い
て
い
た
の
が
カ
ノ
ン
の
権
威
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
実
質
的
に
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
在
位
期
に
お
い
て
な
さ
れ
た
ア
ト
ス
山
管
轄
権
移
行
措
置
の
総
主
教
に
と
っ
て
の
意
義
が
明
ら
か
に
な

る
。
す
な
わ
ち
総
主
教
側
か
ら
見
た
場
合
、
そ
れ
は
、
教
会
の
集
権
化
を
目
指
し
、
カ
ノ
ン
を
そ
の
切
り
札
と
し
て
用
い
た
総
主
教
ア
タ
ナ
シ

オ
ス
の
教
会
改
革
の
重
要
な
成
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
ね
て
か
ら
ア
ト
ス
山
の
霊
夢
を
高
く
評
価
し
、
度
々
山
内
の
問
題
に
関
与
し
て
き
た

ア
タ
ナ
シ
オ
ス
に
と
っ
て
、
移
行
措
置
は
、
全
正
教
民
族
に
と
っ
て
の
聖
山
で
あ
る
ア
ト
ス
を
指
導
す
べ
き
存
在
と
し
て
、
自
ら
の
権
威
を
強

く
主
張
す
る
材
料
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
と
教
会

　
そ
れ
で
は
皇
帝
に
と
っ
て
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
は
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ト
ス
山
が
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に

回
帰
す
る
に
あ
た
り
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
ア
ト
ス
山
や
皇
帝
に
対
し
て
ア
タ
ナ

シ
オ
ス
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
力
を
持
っ
て
い
よ
う
と
、
総
主
教
の
権
限
が
及
ば
な
い
ア
ト
ス
山
に
関
し
て
最
終
的
な
権
力
を
行
使
で
き
る
の
は
皇

帝
で
あ
っ
た
。
こ
の
措
置
に
は
総
主
教
の
意
向
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
の
意
向
が
少
な
か
ら
ず
介
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
導
く
た
め
の
カ
ギ
は
皇
帝
の
教
会
行
政
の
基
本
的
姿
勢
に
あ
る
。
か
つ
て
の
研
究
者
ら
は
、
皇
帝
ア
ン
ド
ロ
ニ

コ
ス
を
敬
慶
な
、
あ
る
い
は
迷
信
深
い
支
配
者
と
し
、
彼
が
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
な
ど
預
言
者
的
な
教
会
人
に
全
幅
の
信
頼
を
置
き
、
教
会
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
国
家
の
問
題
に
優
先
さ
せ
た
と
み
な
し
て
き
た
。
し
か
し
史
料
を
検
討
し
て
い
く
と
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
そ
の
独
自
の
教
会
政

策
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
父
帝
ミ
カ
エ
ル
準
則
が
強
引
な
教
会
行
政
を
展
開
し
た
結
果
、
激
し
い
抵
抗
を
受
け
た
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
は
、
そ
れ
を
反
面
教
師
と
し
、
自
ら
教
会
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
、
総
主
教
の
問
題
解
決
能

力
に
期
待
す
る
と
い
う
間
接
的
な
教
会
行
政
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
総
主
教
人
事
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
皇
帝
は
率
先
し
て

総
主
教
を
選
出
す
る
も
の
の
、
そ
の
総
主
教
が
不
穏
な
教
会
情
勢
の
中
で
難
局
に
直
面
す
る
と
、
何
ら
支
援
を
行
わ
ず
辞
任
に
追
い
込
み
、
別
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の
総
主
教
を
選
出
し
問
題
解
決
に
当
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
治
下
、
の
べ
九
人
の
総
主
教
が
選
出
さ
れ
た
が
、
病
気
を
理
由

に
任
期
わ
ず
か
で
辞
任
し
た
ヨ
セ
ブ
と
ゲ
ラ
シ
モ
ス
（
在
位
一
三
二
〇
1
二
一
年
）
、
お
よ
び
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
退
位
後
も
総
主
教
の
座
に
あ
っ

た
ヘ
サ
イ
ア
ス
（
在
位
一
三
二
三
⊥
二
二
年
）
を
除
き
、
す
べ
て
上
述
の
例
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
が
も
っ
と
も
危
惧
し
た
の
は
、
教
会
内
の
対
立
で
あ
っ
た
。
当
時
最
大
の
教
会
分
派
勢
力
で
あ
る
ア
ル
セ
ニ
オ
ス

派
が
、
小
ア
ジ
ア
住
民
の
問
に
支
持
を
獲
得
し
、
度
重
な
る
反
乱
を
起
こ
し
て
い
た
よ
う
に
、
教
会
内
の
対
立
は
、
よ
り
広
範
な
党
派
対
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

招
き
、
皇
帝
の
政
治
的
基
盤
を
掘
り
崩
す
可
能
性
を
強
く
帯
び
て
い
た
。
こ
の
間
題
を
認
識
し
た
う
え
で
皇
帝
は
総
主
教
を
選
出
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
に
対
す
る
妥
協
を
一
切
拒
み
、
主
教
団
の
多
く
と
の
対
立
を
解
消
で
き
な
か
っ
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
も
こ
の
点
と
関
係
し
て
く
る
。

　
ア
ト
ス
由
に
関
し
て
も
、
ア
ル
セ
兀
立
ス
派
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
内
で
深
刻
な
対
立
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
ア

ト
ス
山
と
密
な
連
絡
を
保
っ
て
い
た
の
は
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
で
あ
る
が
、
皇
帝
に
も
こ
う
し
た
状
況
の
報
告
が
総
主
教
か
ら
届
い
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。
皇
帝
は
お
そ
ら
く
、
ア
ト
ス
山
内
で
生
じ
た
内
部
対
立
を
、
自
ら
の
権
力
基
盤
を
揺
り
動
か
す
不
安
要
素
と
し
て
感
じ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
自
ら
の
権
力
基
盤
を
固
め
た
い
皇
帝
と
、
不
穏
な
ア
ト
ス
山
を
自
ら
の
権
限
が
及
ぶ
範
囲
に
置
き
た
い
と
す
る
総
主
教
と
の
思

惑
が
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
を
有
す
る
皇
帝
が
自
ら
の
権
限
の
み
に
基
づ
い
て
問
題
解
決
に
乗
り
出
せ
ば
、
先
帝
ミ
カ
エ

ル
の
時
と
同
様
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
皇
帝
は
そ
の
対
立
を
解
消
し
自
ら
の
権
力
基
盤
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、

自
ら
が
カ
ノ
ン
を
遵
守
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
ア
ト
ス
山
が
拒
む
こ
と
の
で
き
な
い
法
的
効
力
を
そ
の
勅
令
に
付
与
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
＝
二
＝
一
年
に
発
行
し
た
金
印
勅
書
に
お
い
て
、
皇
帝
が
カ
ノ
ン
の
有
効
性
を
頻
り
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
の
説
明

が
つ
く
の
で
あ
る
。
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皇
帝
が
教
会
の
安
定
を
図
る
た
め
に
総
主
教
に
抜
擢
し
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
従
来
の
保
守
的
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
革
新
的
な
政
治
を
開



末期ビザンッにおける総主教と皇帝（橋川）

奏
し
た
。
彼
が
改
革
を
試
み
た
領
域
は
、
教
会
組
織
の
み
な
ら
ず
、
法
制
度
、
貧
民
救
済
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
た
が
、
教
会
行
政
に
関
し
て

み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
皇
帝
が
全
面
的
に
総
主
教
を
支
援
す
る
よ
う
な
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
総
主
教
一
人
目
権
力
が
集
中
す
る
教

会
の
集
権
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
政
治
は
、
皇
帝
の
期
待
と
は
大
き
く
乖
離
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派

の
シ
ス
マ
は
解
決
さ
れ
る
目
途
が
立
た
ず
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
の
強
硬
な
姿
勢
は
、
彼
に
反
対
す
る
主
教
ら
に
さ
ら
な
る
シ
ス
マ
を
生
じ
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
皇
帝
は
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
を
見
限
り
、
後
任
に
ラ
ウ
ラ
修
道
院
出
身
で
穏
健
派
の
ニ
フ
ォ
ン
を
就

　
　
　
　
　
⑮

け
た
の
で
あ
る
。

　
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
自
ら
の
権
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
皇
帝
に
た
び
た
び
支
援
を
求
め
た
が
、
主
教
の
教
区
離
脱
問
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
時
置
解
決
や
日
常
的
な
典
礼
や
祝
祭
行
事
へ
の
皇
帝
の
参
加
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
聞
き
入
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
主
教
の
問
題
も
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
辞
任
し
た
後
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
状
況
に
後
戻
り
す
る
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
教
会
の
自
立
を
目
指
し
た
が
、
総
主
教
を
任
免
す
る

権
限
を
有
す
る
皇
帝
が
存
在
す
る
限
り
、
そ
の
目
標
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
が
教
会
勢
力
の
中
で
そ
の
影
響
力
を

も
っ
と
も
重
視
し
た
ア
ト
ス
山
が
独
立
自
治
特
権
を
解
除
さ
れ
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
回
帰
し
た
こ
と
も
、
そ
の
独
力
で
な
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
教
会
の
安
定
を
望
む
皇
帝
の
意
思
と
　
致
し
た
が
た
め
に
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
か
ら
見
た
場
合
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権

移
行
措
置
は
、
そ
の
教
会
改
革
に
お
け
る
成
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
限
界
で
も
あ
っ
た
が
、
皇
帝
か
ら
見
れ
ば
、
総
主
教
を
前
面
に
押
し
立
て

た
上
で
、
カ
ノ
ン
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
す
と
い
う
間
接
的
な
教
会
行
政
の
成
果
で
あ
っ
た
。

①
九
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
い
て
、
テ
オ
ド
ロ
ス
・
バ
ル
サ
モ
ン

　
を
始
め
と
す
る
博
識
な
法
学
者
に
よ
り
教
会
法
集
成
の
編
纂
が
進
展
す
る
が
、
そ

　
う
し
た
編
纂
購
業
を
推
進
し
た
学
者
ら
自
身
で
さ
え
、
カ
ノ
ン
を
優
越
す
る
皇
帝

　
の
権
威
を
認
め
て
い
る
。
甲
O
’
し
d
①
o
鮮
さ
ミ
。
勲
漆
嵩
§
邸
§
賦
勲
§
婁
爲
蹄
§
爵

　
9
η
§
割
く
｝
象
昌
P
一
り
Q
Q
一
ち
．
一
①
－
卜
⊃
9
即
諸
9
9
凱
①
。
。
昏
．
藪
。
ヨ
。
ω
g
。
昌
α
野
鎚
。
ロ
o
p

　
唱
巷
Φ
「
雪
畠
ぎ
o
o
舞
∬
．
、
ぎ
”
幻
．
ζ
o
ヨ
ω
Φ
傷
‘
Q
　
ミ
ら
》
§
蹴
雲
霧
貯
§
身
寝
苧

　
翫
§
詳
ゆ
眸
巨
上
子
β
遍
り
ρ
郊
郊
．
①
一
－
G
。
⑦

②
　
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
様
々
な
意
味
を
持
つ
語
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
で
用
い
ら
れ

　
る
時
に
は
特
免
措
置
と
も
訳
さ
れ
、
教
会
問
題
に
お
い
て
政
治
的
な
安
定
を
重
視

　
し
、
現
実
的
な
解
決
を
模
索
す
る
原
則
の
こ
と
で
あ
る
。
H
■
鼠
「
内
。
託
留
同
グ

　
魯
■
翫
計
℃
．
当
り
｛
．
オ
イ
コ
ノ
ミ
ァ
の
適
用
を
め
ぐ
っ
て
の
具
体
的
な
事
例
は
、

　
O
．
U
鋤
σ
q
「
o
戸
．
ピ
帥
誌
σ
q
言
Φ
二
．
①
×
8
唱
賦
。
簗
〉
墨
帯
も
。
Φ
α
Φ
一
帥
唇
賦
8
縣
、
①
0
8
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巨
免
、
寓
O
Q
、
§
§
鴨
輩
。
。
（
一
⑫
り
O
）
も
ワ
マ
員
中
谷
功
治
「
ス
ト
ゥ
デ
ィ
ォ
ス

　
の
テ
オ
ド
ロ
ス
と
「
姦
逓
論
争
」
（
七
九
翫
－
八
二
年
目
」
糊
西
洋
史
学
臨
、
一
八

　
六
号
、
一
九
九
八
年
、
一
一
一
九
貰
に
詳
し
い
。

③
評
。
ξ
幕
罷
亮
§
翫
§
防
ら
8
N

④
旨
．
じ
ご
。
。
智
資
p
9
§
惑
肉
§
、
ミ
註
誉
卜
§
穿
η
§
§
鴨
肉
§
譜
㌔
叫
恥
貯
魯

　
誉
、
，
忘
偽
ぎ
尋
，
貯
、
簿
ミ
鴨
駄
毎
ミ
ミ
ミ
鴇
8
駄
O
ミ
舅
ミ
ミ
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謡
愚
避
同
げ
Φ
ω
ω
鉱
O
甑
圏
甲

　
6
。
。
P
（
以
下
、
C
づ
。
。
す
ヨ
3
9
ミ
鶏
肉
§
・
ミ
と
略
）

⑤
ブ
ー
ジ
ャ
ム
ラ
以
前
の
代
表
的
な
研
究
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
塑

　
ゆ
四
昌
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日
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碧
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宋期ビザンツにおける総主教と皇帝（橋川）

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
に
お
い
て
は
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
措
置
が
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
、
そ
し
て
当
時
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に

お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と

を
ま
と
め
、
結
び
に
か
え
た
い
。

　
ま
ず
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
成
立
後
に
お
け
る
ア
ト
ス
山
の
政
治
的
位
相
を
検
討
し
た
。
ア
ル
セ
ニ
オ
ス
派
と
は
異
な
り
ミ
カ
エ
ル
八
世
の
帝

位
に
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
ア
ト
ス
山
は
、
皇
帝
と
の
友
好
的
な
関
係
を
築
い
て
い
た
が
、
教
会
合
同
問
題
を
経
て
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
歯
並
治

下
に
な
る
と
、
皇
帝
と
の
関
係
は
維
持
し
な
が
ら
総
主
教
と
の
関
係
を
模
索
し
始
め
た
。
一
方
、
合
同
反
対
派
へ
の
迫
害
を
く
ぐ
り
抜
け
た
こ

と
で
、
ア
ト
ス
山
と
そ
こ
に
暮
ら
す
修
道
士
ら
は
正
教
社
会
に
お
け
る
信
望
を
高
め
て
い
た
。
こ
の
趨
勢
の
も
と
に
登
場
し
た
の
が
総
主
教
ア

タ
ナ
シ
オ
ス
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
二
度
目
の
在
位
期
、
法
的
権
限
は
な
い
も
の
の
盛
ん
に
ア
ト
ス
山
に
対
し
て
働
き
か
け
る
。
そ
し
て
彼
は
、

；
二
二
年
の
勅
令
の
原
型
と
な
る
決
定
を
皇
帝
か
ら
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ト
ス
山
は
、
プ
ロ
ト
ス
の
空
位

問
題
を
き
っ
か
け
に
、
皇
帝
に
直
属
し
教
会
か
ら
干
渉
を
受
け
な
い
と
す
る
そ
の
特
権
的
地
位
を
解
消
さ
れ
、
総
主
教
の
懸
る
教
会
の
管
轄
下

に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
措
置
が
ビ
ザ
ン
ツ
の
総
主
教
と
皇
帝
両
者
の
教
会
行
政
に
お
い
て
有
し
た
意
義
を
考
察
し
た
。
具
体
的

な
手
が
か
り
と
し
た
の
は
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
が
移
行
さ
れ
る
際
の
理
論
的
根
拠
と
さ
れ
た
カ
ノ
ン
で
あ
り
、
皇
帝
と
総
・
三
教
の
双
方
に
と

っ
て
の
そ
の
使
わ
れ
方
で
あ
っ
た
。

　
従
来
の
慣
例
に
反
し
、
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
カ
ノ
ン
を
重
視
す
る
教
会
政
治
を
展
開
し
た
。
そ
れ
は
カ
ノ
ン
を
単
に
厳
守
し
た
政
治
を

行
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
総
主
教
権
力
の
強
化
を
図
る
べ
く
そ
の
権
威
を
巧
み
に
用
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
総
主
教
側
か
ら

見
れ
ば
、
カ
ノ
ン
に
反
す
る
特
権
を
享
受
し
つ
づ
け
て
い
た
ア
ト
ス
山
を
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
内
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ア
タ
ナ
シ
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オ
ス
の
教
会
改
革
の
成
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ア
ト
ス
山
に
対
し
幾
度
と
な
く
介
入
と
指
導
を
行
っ
て
き
た
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
は
、
ア
ト
ス
山

を
合
法
的
に
指
導
、
監
督
す
る
権
限
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
皇
帝
の
存
在
と
そ
の
役
割
も
看
過
で
き
な
い
。
確
か
に
、
＝
一
〇
四
年
の
首
都
喪
失
以
降
、
教
会
は
政
治
生
活
や
知
的
生
活
な
ど

様
々
な
局
面
で
そ
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
て
い
る
が
、
皇
帝
は
教
会
に
対
し
専
ら
受
動
的
な
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
教
会
を
自
ら
の
統

制
下
に
置
く
べ
く
種
々
の
方
策
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
パ
ラ
イ
オ
ロ
ゴ
ス
朝
の
創
始
者
ミ
カ
エ
ル
八
世
に
あ
っ
て
は
、
従
来
皇
帝
教
皇
主

義
と
い
う
語
が
含
意
し
て
い
た
よ
う
な
教
会
に
対
す
る
皇
帝
の
強
権
発
動
が
そ
の
方
策
で
あ
っ
た
が
、
後
継
者
で
あ
る
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
は
、

教
会
の
平
和
が
帝
権
の
安
定
に
直
結
す
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
総
主
教
を
利
用
し
、
自
ら
の
利
益
を
誘
導
す
る
間
接
的
な
方
策
を
採
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ト
ス
山
に
関
し
て
み
れ
ば
、
紛
争
の
最
終
的
局
面
に
お
い
て
登
場
し
た
皇
帝
は
、
自
ら
が
カ
ノ
ン
を
遵
守
す

る
姿
勢
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
そ
の
命
令
に
通
常
の
勅
令
以
上
の
効
力
を
付
与
し
、
内
紛
に
あ
え
ぐ
ア
ト
ス
山
を
総
主
教
に
託
し
た
。
そ
の
結

果
、
皇
帝
は
、
ア
ト
ス
山
全
体
に
対
す
る
保
護
者
と
し
て
の
地
位
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
山
内
の
秩
序
回
復
を
も
た
ら
す
こ
と
に
は
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
当
時
の
政
治
状
況
に
即
し
て
み
た
場
合
、
ア
ト
ス
山
の
管
轄
権
移
行
は
、
ア
ト
ス
山
が
政
治
的
な
重
要
性
を
高
め
な
が
ら
も
、
修

道
士
問
の
争
い
に
よ
り
自
治
機
能
が
麻
痺
す
る
ほ
ど
の
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
を
発
端
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
総
主
教
権
威
の
強
化
、

な
ら
び
に
教
会
に
蔓
延
す
る
不
規
律
の
改
善
を
目
指
し
た
総
主
教
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
と
、
総
主
教
を
利
用
し
な
が
ら
教
会
の
安
定
を
模
索
す
る
皇

帝
ア
ン
ド
ロ
ニ
コ
ス
ニ
世
、
両
者
の
目
的
を
異
に
す
る
教
会
政
策
の
接
点
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
実
現
し
、
相
互
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ

る
。　

し
か
し
、
長
期
的
に
み
れ
ば
、
今
回
の
措
置
が
皇
帝
に
と
っ
て
損
失
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
四
世
紀
中

葉
以
降
、
教
会
を
率
い
る
総
主
教
は
生
存
の
た
め
独
自
の
道
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
り
、
総
主
教
の
管
轄
下
に
入
っ
た
ア
ト
ス
山
も
、
一
四
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

紀
後
半
に
は
オ
ス
マ
ン
勢
力
と
友
好
的
な
関
係
を
築
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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今
回
の
措
置
は
、
総
主
教
と
皇
帝
の
利
害
が
一
致
し
て
い
た
た
め
に
実
現
し
た
わ
け
だ
が
、
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
辞
任
後
、
両
者
の
権
力
関
係
は

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
仔
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
問
題
を
考
え
る
上

で
重
要
に
な
る
の
は
、
ア
ト
ス
山
や
小
ア
ジ
ア
の
聖
山
を
主
要
な
発
信
源
と
し
た
修
道
霊
性
ヘ
シ
カ
ス
ム
で
あ
る
。
一
三
世
紀
末
頃
か
ら
始
ま

る
そ
の
流
行
が
、
ア
ト
ス
山
出
身
の
ヘ
シ
カ
ス
ト
が
総
主
教
位
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
一
四
世
紀
後
半
に
至
る
ま
で
、
ど
れ
だ
け
の
政
治
的
、
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
ち
得
た
の
か
。
そ
の
具
体
的
様
相
を
、
世
俗
エ
リ
ー
ト
層
と
の
間
に
生
じ
た
文
化
的
軋
礫
を
も
含
め
て
多
角
的
に
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
諸
問
題
の
解
明
に
つ
い
て
は
当
面
の
課
題
と
し
た
い
。
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Genealogical　Historiographies　and　National　Consciousness

　　　　　　　　　　　　　　　　in　Medieval　Brabant

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AOTANI　Hideki

　　Many　historiographies　based　on　the　‘genealogy’　of　the　duke’s　family　of　Brabant

were　produced　from　the　later　Middle　Ages　to　the　early　modern　age．　However，

few　historians　could　explain　why　this　tradition　was　made　during　the　later　13th

century．　1　try　to　find　by　text　analysis，　a　concrete　and　close　connection　between

the　civil　war　for　the　succession　of　the　duchy　at　that　time　and　the　appearance　of

some　genealogical　historiographies．　And　then，　how　the　development　of　these

historiographies　was　deeply　connected　with　feelings　of　national　consciousness

which　appeared血Iater　13廿1　century　Brabant　w皿be　revealed．　Historiographies

were　a　keystone　of　the　belief　that　people　had　a　common　lirieage　and　history　and

were　essential　to　builcling　national　consciousness　in　pre－industrial　age　Brabant．

And　fuially，　we　will　confirm　a　facet　of　the　development　of　historiographies　in　the

region　of　Belgium　up　to　the　pre－industrial　age　from　this　analysis．

Transfer　of　the　Jurisdiction　of　Mt．　Athos　：　Patriarch　and　Emperor

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Late　Byzantium

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HASHIKAWA　Hiroyuki

Mt．　Athos，　locate曲the　no曲e㎜ost　pr切ecdon　of　the　Ch掘ke　pe曲sula血

northeast　Greece，　has　been　the　most　irnportant　center　of　Eastern　Orthodox

monasticism　and　has　been　caRed　the　Holy　Mountain　since　the　tenth　century．　ln

the　tenth　and　eleventh　centuries　Athos　attracted　considerable　imperial　attention

aRd　was　put　directiy　under　the　jurisdiction　of　the　emperor　as　a　privilege．　ln

November　1312，　however，　the　emperor　Andronikos　II　dissolved　the　privilege，

which　had　set　Atltos　free　from　episcopal　control，　and　decreed　that　the　monasteries

of　Athos　shottld　come　under　・the　direct　authority　of　the　patriarch　of
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Constantionople．

　　This　transfer　of　the　juvisdiction　of　Athos　from　the　emperor　to　the　patriarch　has

been　considered　by　scholars　like　G．　Ostrogorsky　and　D．　M．　Nieol　as　the　epochal

event　refiecting　the　rise　of　infiuence　of　Byzantine　monasticism　upon　the　emperor．

Their　explanation，　though，　lacks　concrete　analysis　which　is　necessary　to

adequately　grasp　the　political　context　in　late　Byzantium．

After　examirzing　the　change　of　political　phase　of　Athos　after　the　stormy　debate

concerning　the　Church　Union　of　Lyons　（1274），　the　process　by　whiclt　Athos　was

set　under　the　church，　and　the　significance　of　the　transfer　in　the　church　policies　of

both　the　patriarch　and　emperor，　the　paper　concludes　that　the　transfer　was　realized

as　a　connecting　point　betweeh　the　policies　of　patriarch　AthaBasios，　who　tried　to

strengthen　the　weakened　authority　of　the　patriarch　and　reform　various　abuses　in

the　church，　and　that　of　emperor　Andronikos，　who　tried　to　save　a　difficult　situatioR

in　the　church　by　employing　the　proper　patriarchs　as　his　political　instmments．

The　New　Four－Power　Consortium　and　Japan’s　lnternational　Finanaciers　：

　　　　　　The　Logic　of　lntemational　Cooperation　and　lts　Limitations

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAI〈AI　Kazuomi

　　In　1920，　when　the　new　Four－Power　Consortium　was　foumed　by　Britain，　the

United　States，　France　and　Japan，　it　was　oniy　after　enumerating　its　special

interests　in　Manchuria　that　the　Japanese　government　decided　to　participate．　ln

this　essay　1　examine　the　role　of　Japan’s　intematioRal　financiers　in　the　Consortium

and　point　out　the　logic　behind　their　partnership　and　its　timitations．

　　Intemational　financiers，　panicularly　those　of　the　Yokohama　Specie　Bank，

criticized　their　govenment　for　not　relinquishing　its　special　interests　and　made　great

efforts　towards　estabijshing　cooperation　with　the　other　powers．　At　tke　same

time，　their　aim　was　to　stabMze　the　international　econorny　which　would　in　turn

ensure　profits　for　their　businesses．

　　Their　diplomacy　took　as　its　frame　of　reference　the　“civilization　standard”，　those

socio－cultuyal　values　they　shared　with　their　Western　counterparts．　While

providing　the　common　gro岨d拓r　the　Consor樵um魎s　elitist　u磁versaHsm　was

indfferent　to，　if　not　incompatible　with，　popular　nationalism．　Not　surprisingly　the
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